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序 

1990 年 代 最 後 の 2 年 間 、 イ ンド ネシア は 
40 数 年 ぶり に 政治 の 季節 を 迎え た 。 か つて 
1930 年 代 の イン ド ネ シア は 議会 制 民 主 主 義 
時 代 と 呼ば れ 、 ナ ショ ナリ スト 、 イ スラ ー ム 


- 主 義 者 、 共 産 主義 者 の 各 政 党 が 社会 的 な 分 人 


を 彩っ た 。 1960 年 代 後半 か ら 30 年 以上 続い 
た スハ ルト (Soeharto) 体制 は 1950 年 代 に 
見 られ た イデ オロ ギー 対立 を 解消 すべ く 、 共 
産 主 義 を むき だ し の 暴力 に よっ て 一 掃 し 、 イ 
スラ ー ム 主義 も 1980 年 代 中 頃 ま で に は パン 
チャ シラ (Pancasila) 建国 五 原則 の 第 一 原則 
に ある 他 宗 教 と 平等 な 「 唯 一 神 へ の 信仰 」 の 
中 に 押し 込む こと に ほぼ 成功 し た の 9。 ス ハル 
ト 体制 は パン チャ シラ を すべ て の 政党 ・ 大 衆 
団体 に 強制 し 、 公 定 の ナシ ョ ナリ ズム 言説 が 
支配 的 な 状況 そつ くっ た 。 ス ハル ト 体 制 骨 壊 
後 の 1999 年 6 月 に 行わ れ た 総 選 挙 に 参加 し 
た 48 政党 の うち 20 政党 が イス ラー ム 系 で あっ 
た が 、 イ スラ ー ム 国家 樹立 を 唱え る 政党 は な 
く 、 パ ンチ ャ シラ に 育 定 的 な 政党 も 少な く な 
か っ た 。 数 千 万 人 の 会 員 を 持つ と いわ れる 
最大 の イス ラー ム 団 体 で も ある ム ハ マ デ ィ ヤ 
(Muhammadiyah) と ナ フ ダ トゥ ル ・ ウ ラマ ー 
(Nahdlatul Ulama: ウラ マー の 覚醒 、 以 下 
NU) は 、 ス ハル ト 体 制 下 の パン チャ シラ ・ 
ナシ ョ ナリ ズム の ヘ ゲ モニ ー を 反映 し 、 そ れ 
ぞ れ が 設立 し た 国民 信託 党 (Partai Amanat 





(1) 1945 年 憲法 前 文 に 記載 され て いる パン チャ 
シラ 国家 五 原則 と は 以下 の よう で ある 。 ① 唯 
一 神 へ の 信仰 、⑨ 公平 で 文化 的 な 人 道 主義 、 
イン ド ネ シア の 統一 、④ 協議 と 代 議 制 に お 
いて 英知 に よっ て 導 か れる 民主 主義 、⑤ イン 
ド ネ シア 全 人 民 に 対す る 社会 正義 。 
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Nasional) と 民族 覚醒 党 (Partai Kebangkitan 
Bangsa2) は と も に 「 イ スラ ー ム 政党 | を 標 
棒 せ ず パ ンチ ャ シラ を 政党 の 組織 原則 (asal 
partai) に 掲げ た 。 特 に イス ラー ム 主 義 を 代 
表す る 旧 マ シュ ミ (Masyumi) 党勢 力 が 多い 


ム ハ マ デ ィ ヤ を 支持 基盤 と し 、 も っ ぱら イス . 


ラー ム 主 義 的 人 物 と 思わ れ て きた アミ ン ・ ラ 
イス (Amien Rais) を 党首 と する 国民 信託 
党 が キリ スト 教徒 を 幹部 に 迎え 、 パ ンチ ャ シ 
ラ を 組織 原則 に 掲げ る 「 国 民政 党 |」 を 目指 し 
た の は 非常 に 象徴 的 で あっ た 。 

し か し な が ら 、 政 党 の 設立 が 自由 化 さ れ 、 
スハ ルト 体制 下 で は 許さ れ な か っ た 宗教 政党 
が 台頭 し た こと は イン ド ネ シア の 政党 の 様相 
を 大 きく 変え た 。 ス ハル ト 体 制 下 で 可能 な 限 
り イ スラ ー ム 色 を 薄め られ て きた 開発 統一 党 
は 政党 の シン ボル マー ク を カー バ 神 殿 に 戻し 、 
イス ラー ム 政 党 と し て の アイ デン ティ ティ を 
取り 戻し た 。 か つて の マシ ュ ミ 党 や イス ラー 
ム 同 盟 党 (Partai Sarekat Tslam) の 後継 者 を 
自認 する 政党 が 現れ た 。 ア ラビ ア 語 の 横断 幕 
も 随所 に 見 られ 、 宗 教 的 言説 や 象徴 を 政治 に 
持ち 込む こと は も は や タブ ー で は な く な っ た 。 

と ころ で 、 イ ンド ネシア で は スハ ルト 体制 
の 黄 費 が 見 え 始 め た 1990 年 代 後半 ひら イス 
ラー ム 勢 力 に よっ て 市 民 社 会 論 が さか ん に 唱 
えら れる よう に な っ た 。 イ ンド ネシア の 市 民 
社会 論 は 1990 年 代 始め か ら 経 済 発展 に よる 
新 中 間 層 の 台頭 と 民主 化 へ の 期待 か ら 徐 々 に 
広まっ た が 、 特 に 1995 年 以降 「 イ スラ ー ム 
市 民 社 会 論 」 が 発展 し 、1999 年 6 月 の 総 選 
準 に あたっ て は いく つか の イス ラー ム 系 政党 


の スロ ー ガ ン と し て 使わ れ た 。 市民 社会 論 は 
ポス ト ・ ス ハル ト 時 代 の 民主 化 と 社会 的 分 像 
の ジレ ンマ を 克服 する 新しい イン ド ネ シア 像 
と し て 提示 され た が 、 そ の 主張 者 に より 内 容 
に 大 き な 差 異 が ある 。 最 大 の 争点 は 国家 や 政 
治 、 社 会 統合 に お ける イス ラー ム の 位置 で あ 
る 。 

1999 年 総 選挙 で は 正義 党 (Partai Keadilan) 
と 民族 覚醒 党 と いう イデ オロ ギー 的 に も 、 社 
会 基盤 的 に も 対照 的 な 二 つ の イス ラー ム 系 政 
党 が 市 民 社 会 の 実現 を 計っ た 。 す な わ ち も っ 
と も イス ラー ム 主 義 的 な 政党 で 都市 の 天 学 キャ 
ン パ ス を 支持 基盤 と し た 正義 党 と 、 イ スラ ー 
ム 替 力 の 中 で は も っ と も ナシ ョ ナリ スト 寄り 
で ジャ ワ の プサン トレ ン (pesantren : イ ス 
ラー ム 寄 宿 学 校 ) と その 周辺 の 農村 を 基盤 と 
する NU を 支持 母体 と し た 民族 覚醒 党 、 と 
いう 二 政 党 が と も に 市 民 社 会 の 建設 を 主張 し 
た の で ある 。 し か し 、 そ の 意味 内 容 は 大 きく 
違う 。 市民 社会 は 1980 年 代 の 東欧 に お ける 
民主 化 以降 マス コミ や 研究 者 、NGO 活動 家 
な ど に よっ て 好 ん で 用 いら れる よう に な っ た 
「 シ ビル ・ ソ サエ ティ ー (civil society)」 と 
いう 英語 起源 の 概念 で も る が 、 そ の イン ド ネ 
シア 語 に お ける 表現 か らし て 違う の で ある 。 
正義 党 が イス ラー ム 色 の 強い | マシ ャ ラ カ ッ 
ト ・ マ ダニ (masyarakat madan)」 と いう 表 
現 を 使っ た の に 対し て 、NU と 民族 覚醒 党 は 
「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ シ ビ ピル (masyarakat sipi)」 
と いう 直訳 語 を 使っ た り 、 英 語 表 記 を し た 。 
本 稿 の 目的 は く イ スラ ー ム 主義 > と く ナ ショ 
ナリ ズム > と いう イデ オロ ギー の 対立 軸 を 踏 
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まえ 、1990 年 代 後半 の 「 時 代 の 言葉 」 と し 
て の 「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 ] の 分 析 を 通し 
て 、 イ ンド ネシア に お ける イス ラー ム 政 治 社 
会 運動 の 動態 を 把握 する こと に ある 。 

本 稿 で は まず イス ラー ム 主 義 ヒ と ナシ ョ ナリ 
ズム の イデ オロ ギー に よる イス ラー ム 諸 勢力 
の 分 析 手 法 に つい て 説明 する 。 そ し て 、 イ ス 
ラー ム 主 義 者 が 市 民 社 会 と いう 言葉 を 採用 す 
る に 至る 歴史 を 概観 し 、 中 道 的 な ヌル ホリ ス ・ 
マジ ド (Nurcholish Madjid) の 市 民 社 会 論 
を 例示 し な が ら 、1998 年 に 誕生 し た 正義 党 
が 体現 し て いる イス ラー ム 政 治 の 新潮 流 を 明 
ら か に する 。 次 に 「 ナ ショ ナリ スト 的 ム ス リ 
ム | ナ フ ダ トゥ ル ・ ウ ラマ ー (NU) に よる 
イス ラー ム 主 義 的 市 民 社 会 論 へ の 批判 を 取り 
上 げ る こと で 、 両 者 の 思想 的 ・ 社 会 的 特性 を 
浮き 彫り に させ た い 。 イ ンド ネシア の 「 イ ス 
ラー ム 市 民 社 会 論 ] の 二 大 潮流 は 1930 年 代 
以降 の イス ラー ム 勢 力 の イデ オロ ギー 的 な 対 


立 と 平行 し て 考え る こと が 出来 る が 、 新しい 


言葉 を 反映 する 新しい 政治 的 な 要素 を 含ん で 
いる 。 イン ド ネ シア に お ける 1990 年 代 の 
「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 ] の 分 析 は こう し た 
政治 的 潮流 の 継続 と 変化 を 読み と る 有用 な 視 
角 で ある 。 


1. イス ラー ム 主 義 と ナシ ョ ナリ ズム 

イン ド ネ シア 研究 者 は これ まで 色々 な 言葉 
を 使っ て イン ド ネ シア 政治 の 動態 を 把握 し よう 
と し て きた 。 も っ と も を 影響 力 を も ち 、 か つっ 批 
判 さ れ た の が クリ フォ ー ド ・ ギ アッ (Ciiford 
Geertz) に よる サン トリ (santrt) プ アバ ン ガ 


ン (abangan) プ プリ ヤ イ (priyayi) の 三 区 
分 で あっ た 。 ギ アツ は イス ラー ム と ジャ ワウ 的 
世界 観 、 社 会 構造 の 相違 書か ら ジ ャ ワ 人 を 三 つ 
の 文化 類型 に 分 けた が 、 こ の 類型 が 政治 的 な 
像 を も 反映 する と し た 。 ギ アッ の 宗教 理解 
、 用 語法 に つい て 、 ま た 世界 観 と 社会 構造 
の 相違 を 同等 に 扱う 手法 に は 大 き な 批 判 が 加 
えら れ た が 、1930 年 代 に お ける イス ラー ム 
勢力 (サン トリ ) と ナシ ョ ナリ スト (アベ ン 
ガン お よび プリ ヤ イ ) の 対立 は 明らか で 、 こ 
の 二分 法 は イン ド ネ シア の 政治 を 理解 する 基 
本 的 な 視角 と し て 維持 され て きた @。 
イス ラー ム 勢 力 内 で は 近代 主義 イス ラー ム 
を 中 心 と する マシ ュ ミ 党 と 伝統 主義 イス ラー 
ム の NU の 二 大 政党 が 存在 し た ⑨。 1960 年 
に 非 合 法 化 さ れ た マシ ュ ミ 党 は スハ ルト 体制 
期 に お いて も を 復活 が 許さ れず 、NU も 政党 活 
動か ら 撤退 する に いた っ て 、 両 者 を 代表 する 
政党 が 存在 し な く な っ た 。 イ スラ ー ム 勢力 の 
政治 的 な 無力 化 を 推進 し た スハ ルト 体制 で は 
あっ た が 、 社会 全体 の 世俗 化 が 進ん だ わけ で 
(2) 区 度 な ムスリム で ある サン トリ は イス ラー 
ム 的 世界 観 を 共有 し た 商人 で 、 他 方 で 名 目 上 
の ムスリム で ある 農民 の アバ ン ガ ン と 貴族 の 
プリ ヤ イ は ジャ ワ 的 世界 観 を 共有 する と され 
た 。 CHiford Geertz, 77e Xe/zgzoz Oo の 7 7Gyg, 
The University of Chicago Press, 1960. 
(3) 伝統 主義 イス ラー ム は 、 過 去 の 偉大 な ウラ 
マー の 築い た 四 法 学派 (マズ ハブ : madhhab) 
の イス ラー ム 法 学 (フィ ク フ : fiqh) に 従う 。 
これ に 対し て 近代 主義 イス ラー ム は 四 法 学派 
へ の 盲 従 (タク リー ド : taqiid) を 耕 定 し 、 ク 
ルアー ン (コー ラン ) と ハデ ィ ー ス (預言 者 
ムハンマド の 範 例 ) の 「 理 性 的 ]」 な 解釈 ( イ 
ジュ ティ ハー ド : jihad の ) を 認め る 。 つ まり 原 
始 イ スラ ー ム の な か に 西洋 近代 の 価値 を 読み 
と り そ れ を 改革 の 基準 と する 。 Alfian, 7 な /7nzc 
09e727577 77 7 の ozeszgz ア Po が cy, Ph.D disser- 


tation, 1969, pp. 131-132. 中 村 廣 治郎 『 イ ス 
ラー ム と 近代 』 岩波 書店 、1997 年 、66 ペー ジ 。 
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は な か っ た 。 む し ろ 都 市 部 に お ける イス ラー 
ょ 復興 が 顕著 に な り 、 ま た 、 農 村 レ ベル まで 
の 国家 権力 の 浸透 に も 関わ ら ず 組織 を か な り 
の 程度 維持 し た NU の 社会 的 政治 的 重要 性 
が 認識 され る こと に よっ て 、 イ スラ ー ム 勢力 
へ の 注目 が 再び 高まっ た 。 そ こ で パン チャ シ 
ラ に 対す る 態度 か ら 表 定 派 と 否定 派 で 分 類 す 
る 手法 ④ や 、 イ スラ ー ム 政党 復活 の 青 定 派 
「 構 造 的 1 スラ ー ム ] と 杏 定 派 「 文 化 的 イス 
ラー ム 」 に 分 類 し て イス ラー ム 夫 力 の 政治 的 
態度 を 理解 する 手法 が と られ た ⑨。「 文 化 的 
イス ラー ム 」 は イス ラー ム 政 党 の 否定 だ け で 
な く 、 非 イス ラー ム 国 家 で ある イン ド ネ シア 
に お いて 宗教 的 ・ エ スニ シテ ィ ー 的 な 多元 性 
を 維持 し な が ら 、 イ スラ ー ム の 宗教 的 規範 や 
「 文 化 」 を 社会 生活 に 活か し て いく 戦略 と し 
て 、 一 部 の ムスリム 知識 人 が 積極 的 に この 立 
場 を 主張 し た 。 リ ドル (Liddle) は 、 ギ アッ 
が モロ ッ コ と イン ド ネ シア の ムスリム の 比較 
研究 で 使っ た 「 聖 典 主義 者 」 (scripturalists) 
と いう 概念 を 採用 し 、 イ スラ ー ム 法 の 解釈 の 


(4 ) Zifirdans Adnan, “Tslamic Religion: Yes, 
Islamic (Political) Tdeology: No! 1slam and the 
State in Indonesia,” in Arif Budiman(ed.), 
Safe 2 の Ciy7 SocjeD 7 ozesi2, Clayton: 
Monash University。1990,p.441. ラメ ー ジ 
(Ramege) は 丹念 な イン タビ ュー か ら イ ンド 
ネシア 各 葵 力 の パン チャ シラ に 関す る 言説 を 
分 析 し 、 そ れ ぞ れ の パン チャ シラ へ の 態度 か 
ら 政 治 的 な 立場 を 判定 し よう し た 。 Dougals 
E. Ramage, oics 7 does7g: の ezzoc7 の 2C め 
7s/277 29 77e 77eo/ogy の 7 7o/ergnce. Routledge。 
1995. 

( $ ) Syafii Anwar M., ez 涼み gz の gz 4 た sz 7S/27 
7 の ozesi の Se の zo ヵ 大 の 727 PO77 た 767727g 
Cezgekjgwg7 zz が 7 Ozde ggr,。 Paramadima, 
1995, pp. 143-184. Kuntowijoyo, “Menjadikan 
Dua Strategi Saling Komplementer,” in Arief 
Afandi (ed.), 7s/gz の erzokrosf 47gs gw が 。 
Pustaka Pelajar, 1996, pp. 2022. 
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仕方 か ら 、 イ スラ ー ム 法 を イン ド ネ シア の 文 
脈 で 解釈 する 「 実 質 主義 者 」 (substantialists) 
と 、 イ スラ ー ム 法 の 原典 を 文面 どおり 受け 取 
る 「 聖 典 主義 者 」 に 区 分 し た 。 両者 の 政治 的 
な 態度 は それ ぞ れ 「 文 化 的 1 スラ ー ム 」 と 
「 構 造 的 イス ラー ム 」 と 一 致す る ⑲。 

本 稿 で 採用 する < く イス ラー ム 主 義 > と く ナ 
ショ ナリ ズム > の イデ オロ ギー に よる イン ド 
ネシア 政治 の 理解 も 上 の よう な 既存 の 分 類 法 
と 同じ く 二 分 法 に よる 理解 で も る 。 た だ し 、 
イデ オロ ギー と は 「 よ い 社 会 、 お よび その よ 
うな 社会 を 建設 する 主要 手段 に 関す る 言葉 に 
よる イメ ー ジ 」②⑦ で あり 、 達 成 し よ うと する 
社会 像 に つい て の モデ ル で ある 。 す な わ ち 、 
イス ラー ム 主 義 と は 、 イ スラ ー ム の 拡大 と 実 
践 を 至上 課題 と し 、 社 会 の あら ゆる 場面 に お 
ける イス ラー ム 法 の 実施 が な され る 「 イ スラ ー 
ム 国 家 ] を モデ ル と する 。 他 方 の ナシ ョ ナリ 
ズム は 「 国 民国 家 イ ンド ネシア 」 の 多元 主義 





(6) Cliford Geertz, sg ODserveg の Re/gfoxs 
eve/op7zez7 77 4o7occo 2 77zdozesr2、 Yale 
University Press, 1968. William Liddle, 世 ege た - 
sp g79 Cg77z7e 7 772doeszg7 Po7 が cs、Allenn 
Unwin, 1996, pp. 266-267. 同じ く 宗 教 的 な 
観点 か ら 、「 実 質 主 義 」 を 従来 の 伝統 主義 近 
代 主 義 を 超 克 し た 「 ネ オォ 近代 主 義 」「 ネ オ 伝 統 
主義 」 と 呼ぶ こと も ある 。 Greg Barton, “The 
Impact of Neo-Modernism on Indonesian 
Islamic Thought: the Emergence of a New in 
Bouchier 系 Legge, の ezocr2cy 7 72O7e657G・ 
7950s gz の 7990s, Clayton: Monash University, 
1994, pp. 143 - 145. Martin van Bruinessen, 
“Tradition for Future: The Reconstruction of 
Traditionalist Discourse within NU" in Greg 
Barton 科 Greg Fealy (eds.), gg/27z7 072746, 
77od77zo れ 7 7S/272 7 oger727 が の 7 4doneS70) 
Monash Asia Institute,1996, p. 188. 

(7) Anthony Downs, 4z 五 cozopc 77eop の 
の ezzocrgcy, New York: Harper 改 Brothers, 
1957, p. 96, 吉田 精 司 監訳 『 民 主 主 義 の 経済 理 
論 』 成文 堂 、1980 年 、99 ペー ジ 。 
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的 な 統一 を 目指 す 。 本 稿 で は 、 両 者 を 排他 的 
な 二 項 対立 と し て 捉え る の で は な く 、 お 互い 
に お 互い が 浸透 し 、 浸 食し あう よう な 相互 作 
用 を 伴う 関係 と 理解 し て いる 。 ス ハル ト 体 制 
下 で は ナシ ョ ナリ ズム 言説 が 独占 的 で あり 、 
イス ラー ム 勢 力 は これ に 世 協 せ ざ る を 得 な か っ 
た が 、 体 制 側 で も 巧み に イス ラー ム 主 義 を 利 
用 し た 。NU は 1950 年 代 か ら 常に ナシ ョ ナ 
リス ト と イス ラー ム 主 義 者 の 狭間 に あっ た が 、 
1980 年 代 に 自覚 的 に ナシ ョ ナリ ズム を 政治 
的 イデ オロ ギー と し て 採用 し た 。NU は 「 国 
民国 家 イ ンド ネシア 」 の 多元 的 統一 を 理想 と 
し て 採用 し て お り 、 ナ ショ ナリ スト で ある が 、 
世俗 主義 者 で は な く 、 イ スラ ー ム 法学 (フィ 
ク フ ) を 規範 と し て つね に 行動 の 正当 化 を 行 
う 。 本稿 で は イス ラー ム 主 義 と 世俗 的 ナシ ョ 
ナリ ズム の 間 に 立 つ NU を 暫定 的 に 「 ナ ショ 
ナリ スト 的 ムスリム 」 と 呼ぶ め ⑨。 本稿 に お け 
る イス ラー ム 寺 力 の イデ オロ ギー 的 区 分 は 必 
ず し も ゃ 固定 的 で は な く 、 支 配 的 な イデ オロ ギー 
と の 関係 に お いて 変化 し うる 柔軟 性 を 持つ 。 
本 稿 で 取り 上 げ る イス ラー ム 主 義 の 正義 党 と 、 
民族 覚醒 党 を 設立 し た NU 主 流派 の 「 ナ ショ 
ナリ スト 的 ムスリム 」 と は 、 イ スラ ー ム 勢力 
の 中 に お ける 二 つ の イデ オロ ギー の いわ ば 両 





($8) 前 述 の と お り パ ンチ ャ シラ の 第 一 原則 は 
「 唯 一 神 へ の 信仰] で あり 、 非 ムスリム で あっ 
て も 国家 か ら 完 全 に 宗教 性 を 排除 する と いう 
意味 で の 「 世 俗 主義 | は ほとん ど 存 在 し な い 。 
ここ で いう 「 世 俗 的 ] と は 宗教 、 特に イス ラー ム 
を 政治 運動 の シン ボル と し て 使用 し な いこ と を 
いう 。 デ リア ル ・ ノ ー ル は 本 稿 で いう 「 世 俗 
的 ナシ ョ ナリ スト 」 を 「 宗 教 に 中 立 的 な ナシ ョ 
ナリ スト (rehigiously neutral nationalists) 」 
と 呼ん え を で いる 。 Deiar Noer, 77e 44ode7z が 7 
ル 44s777 ovezzen7 7 77z の ozes7Z 7900 一 7922。 
Oxford University Press, 1973, pp. 247ー293. 


極 に 位置 する 存在 で ある 。 


TI. イス ラー ム 主 義 者 の 市 民 社 会 論 

(1 「 イ スラ ー ム 国家 」、「 イ スラ ー ム 社会 」 

か ら 「 市 民 社 会 」 へ 

ベン ダ (Benda) が 鮮やか に 描い た よう に 
オラ ンダ 植民 地 後 期 の 1920 年 代 後 半 、 日 本 
軍政 期 に は じ ま り 、1943 年 の 独立 宣言 か ら 
1930 年 代 の 議会 制 民 主 主 義 時 代 に お ける イ 
ンド ネシア の 政治 は ナシ ョ ナリ スト と イス ラー ム 
主義 者 の 二 大 勢力 が 政治 を 彩っ て きた @。 こ 
の 対立 は イン ド ネ シア 国民 党 (Partai Nasional 
Indonesia) を 設立 し 、 独 立 後 初代 大 統領 に 
な っ た スカ ル ノ (Soekarno) と 最大 の イ 
スラ ー ム 政党 マシ ュ ミ 党 の 党首 オナ シー ル 
(Mohammad Natsir) が 1940 年 に 繰り 広げ 
た イス ラー ム て と 国家 を めぐ る 論争 に 象徴 的 に 
現れ て いる 。 ス カル ノ は ム ハ マ デ ィ ヤ の 会 員 
で あり 熱心 な ムスリム で あっ た が 、 ト ルコ の 
ケマル ・ ア タチ ュ ル ク (Kemal Ataturk) を 
モデ ル に 政教 分 離 を 唱え た 。 ま た 、 の ち に パパ 
ンチ ャ シラ を 国民 統合 の 柱 に 据え 、 イ スラ ー` 
ム は 公認 五大 宗教 の 一 つと し た 。 これ に 対し 


て ナシ ー ル は 、 国 家 の 政 務 は 本 質 的 に イス ラー 


(9 ) ギア ッ は 政治 的 な 分 裂 を 規定 する サン トリ 
と アバ ン ガ ン の 区 分 を 文化 類型 に よっ て 決定 
され る と し た が 、 ベ ンダ は イス ラー ム 主 義 者 
と ナシ ョ ナリ スト を 固定 的 に 捉え て お ら ず 、 
また NU の 政治 的 役割 を 正当 に 評価 し て いる 。 
この 点 で ベン ダ の 研究 が ギア ツ ッ ツ の それ より そ 
の 後 の イ ンド ネシア の 歴史 的 発展 に 耐え うる 
も の と な っ た 。 Harry J. Benda, 77e Cescez7 
7 6 RS72g So765727 7S/277 24767 7 の e 
ゾ プ gpgzese Occzp27o ヵ , 7922ー7925, W. van Hoeve, 
1958. 小林 寧子 「 イ ンド ネシア ・ イ スラ ー ム 
研究 の 半 世 紀 : 『 地 域 研究 』 と 『 イ スラ ー ム 
学 』 と の は ざま 」、『 東 南ア ジア 研究 』 37-2、 
1999 年 、181-182 ペー ジ 。 
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ム か ら 分 離 で きず 、 ま た イス ラー ム が 社会 を 
統治 する 基礎 ・ 原 則 で ある 、 と 考え た 。 イ ス 
ラー ム に よる 統一 を 非 現実 的 で 非 民主 的 だ と 
断 じ に た スカ ル ノ に 対し て 、 ナ シー ル は パン チャ 
シラ を 内 容 の な い 空 王 な る の と 批判 し た ⑲⑩。 


以下 に 見 る よう に 、1960 年 以降 イス ラー ム 


主義 者 は 徐々 に 解体 され ナシ ョ ナリ スト の へ 
ゲ モ ニー が 定着 し た 。 し か し 、 そ れ は イン ド 
ネシア 社会 の 世俗 化 を 意味 する わけ で は な い 。 
イス ラー ム 主 義 者 は 状況 に 適応 し な が ら 生き 
残り 、 か えっ て 経済 発展 と 新 中 間 層 を 中 心 と 
し た イス ラー ム 復 興 を 背景 と し て 国家 機構 に 
浸透 し た 。 そ し て 、 ス ハル ト 体 制 の 黄 費 と と 
も に 1950 年 代 を 生 徳 と させ る よう な イデ オ 
ロ ギ ー 和 争い が 次 第 に 表面 化す る よう に な っ た 
の で ある 。 
イン ド ネ シア 了 現 代 史 の 大 半 に お いて 、 イ ス 
ラー ム 主 義 は 公定 ナシ ョ ナリ ズム に よっ て 大 
きく 浸食 を 受け 続け た ⑩。1930 年 代 の 議会 
制 民 主 主義 時 代 は 1959 年 7 月 に スカ ル ノ 大 
統領 の 50 年 暫定 憲法 停止 の 布告 に よっ て 終 
結 し た 。1960 年 に は 国会 も 解散 され 、 マ シュ 
ミ 党 は 共産 党 の 政権 入り に 反発 し て 樹立 され 
た イン ド ネ シア 共和 国 草 命 政 府 へ の 関与 を 理 
由 に 非 合 法 化 さ れ て いる 。 他 方 で パン チャ シ 
(10) 間 芋 谷 栄 『 現 代 イ ンド ネシア 研究 - ナ ショ 
ナリ ズム て と 文化 』 勤 章 書房 、1983 年 、238- 
268 ペー ジ 。 Mohammad Natsir, “The Danger 
of Secularism,” 1957, in Herbert Feith and 
Lance Castles(eds.), 77dozesigz ア o7 が co/ 
77zzk7zg 792 人 57965, Cornell University Press, 
1970, pp. 218 -219. 
(11) 公定 ナシ ョ ナリ ズム に つい て は 以下 を 参照 
の こと 。 た だ し 、 宗 教 と の 関係 は 和 触れ られ て 
いな い 。 土屋 健治 「 イ ンド ネシア に お ける ナ 


ショ ナリ ズム の 現在 」『 年 報 政治 学 』1994 年 、 
124-133 ペー ジ 。 
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ラ を 含む 1945 年 憲法 を 不服 と し 、 武 力 闘争 
に よっ て 「 イ ンド ネシア ・ イ スラ ー ム 国家 
(Negara Islam Indonesia)」 樹立 を 目指 し た 
ダル ル ・ イ スラ ー ム (Darul slam) 運動 は 
1963 年 まで に 鎮圧 され た 。 ス ハル ト 体 制 下 
で も イス ラー ム 勢 力 へ の 抑圧 は 続い た 。 マ シュ 
ミ 党 の 復活 は な され ず 、 近 代 主 義 イ スラ ー 
ム の 政党 と し て イン ド ネ シア ・ ム スリ ム 党 
(Partai Muslimin Indonesia) が 結成 され た 
が 、 ナ シー ル ら の 参加 は 許さ れ な か っ た 。 そ 
の イン ド ネ シア ・ ム スリ ム 党 も 1973 年 に は 
NU な ど 他 の イス ラー ム 政 常 と と も に 開発 統 
一 党 (Partai Persatuan Pembangunan) に 統合 
され た 。「 開 発 」 と 「 統 一 」 と いう 体制 側 の 
イデ オロ ギー を その 名 に 冠 す こと を 余儀 な く 
され た この イス ラー ム 勢 力 唯一 の 政党 は 、 
198$ 年 に は シン ボル ・ マ ー ク の カー バ 神 殿 
も パン チャ シラ 支持 を 表す 星 の マ ー ク に 変更 
され る な ど 、 体 制 に よっ て 徹底 的 に イス ラー 
ム 色 を 取り 除 か れ た 。 

ナシ ョ ナリ ズム の ヘ へ ゲ モ ニー を 反映 し て イ 
スラ ー ム の イン ド ネ シア 的 文脈 に お ける 解釈 
を する 思想 家 、 運 動 家 も 現れ た 。「 ヤ ング ・ 
ナシ ー ル (Young Natsir)」 と いわ れ 、 ナ シー 
ル の 後継 者 と 期待 され た イス ラー ム 学 生協 会 
(Himpunan Mahasiswa Islam) 会 長 の ヌル ホ 
リス ・ マ ジ ド は 1970 年 に コー ラン に は 「 イ 
スラ ー ム 国家 」 に 直接 言及 し た 箇所 は な いこ 
と を 理由 に 「 イ スラ ー ム 国家 」 を 谷 定 し 、 
[イス ラー ム Yes,、 イス ラー ム 政 治 Noll と 
いう スロ ー ガ ン の も と 、 政 冶 な ど 非 宗教 的 分 
野 の 「 世 俗 化 」 を 唱え 、 ナ シー ル ら 旧 マ シュ 


イン ド ネ シア に お ける 「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 」 の 二 大 潮流 16$5 


ミ 共 力 の イス ラー ム 主 義 者 と 決別 し た 。 さ ら 
に イス ラー ム 法 の イン ド ネ シア に お ける 歴史 
的 ・ 社 会 的 文脈 に 適合 し た 解釈 を 提唱 し た 。 
スハ ルト 体制 は 一 方 で イス ラー ム 主 義 を 厳し 
く 弾 圧し た が 、 他 方 で メル ホリ ス ・ マ ジ ド の 
よう な 衝 健 な 知識 人 や イス ラー ム 団 体 に よる 
病院 建設 や 貧困 対策 と いっ た 社会 活動 は 歓迎 
し た 。 パ ンチ ャ シラ の 徹底 の 一 方 で 、 国 立 イ 
スラ ー ム 大 学 (Tnstitut Agama Islam Negeri: 
IATN) の 拡充 ・ 改 革 を 推進 し た 0⑫②。 イ スラ ー 
ム 学 生協 会 出身 者 が 多数 官僚 組織 に 入り 、 
1990 年 代 に は 次 々 と 入間 し た 。 

ナシ ー ル ら イ スラ ー ム 主義 者 は 西 ジ ャ ワ を 
中 心 に し た イス ラー ム 統 一 協会 (Persatuan 
Islam) や イン ド ネ シア ・ イ スラ ー ム 布教 協 
会 (Dewan Dakwa Hslam Indonesia) な ど 小 
規模 な が ら 宗 教 組織 の ネッ トワ ー ク を 維持 し 
た 。 イ スラ ー ム 主義 者 た ち は 「 イ スラ ー ム 国 
家 (negara Islam)| に 代わ っ て 「 イ スラ ー 
ム 社 会 (masyarakat Tslam) |」 と いう 言葉 を 
採用 し 、 イ スラ ー ム を 統合 原理 と し た イン ド 
ネシア を 理想 と し た 。 そ の 主張 者 の 話 を 総合 
する と 、「 イ スラ ー ム 社会 」 へ の 闘争 の 目的 
と は 、① イス ラー ム 的 原則 を イン ド ネ シア 
社会 に 浸 逃 させ る 替 力 、② イス ラー ム の 同 
胞 愛 の 推進 と 強化 、③ 公 的 生活 に お ける イ 
スラ ー ム の 目 に 見 える 影響 、④ イス ラー ム 
的 生活 スタ イル の 拡大 、 つ まり は 、 住民 


(12) IAIN の 学生 数 は 1979 年 か ら 1991 年 の 間 
に 3 倍 以上 に な っ た 。 中 村 光 男 「 イ ンド ネ シ 
ア に お ける 新 中 間 層 の 形成 と イス ラー ム の 主 
流 化 」、 萩 原 宜 之 編 『 講 座 現代 アジ アァ 3 民主 
化 と 経済 発展 』 東京 大 学 出版 会 、1994 年 、283 


ペー ジ 。 


の 圧倒 的 多数 が ムスリム で ある こと を 理由 に 、 
イン ド ネ シア に ムスリム 国 の 色 を 与え る 全て 
の こと の 推進 、 で ある と いう @⑬。 イ スラ ー 


ム 法 を 実定法 と する 「 イ スラ ー ム 国家 」 の 樹 


立 は 諦め る に し ろ 、 社 会 の あら ゆる 面 に お け 
る イス ラー ム ょ 化 こ そ が 彼ら イス ラー ム 主 義 者 
の 目標 で あっ た 。「 イ スラ ー ム 国家 」 の 看板 
は 降ろ し 、 結 局 は 「 国 民国 家 イ ンド ネシア 」 
を 自明 の も の と する ナシ ョ ナリ ズム 言説 が 優 
勢 な 状況 に 適合 し な が ら 、 政 府 の 政策 や 個人 
や マス コミ の 発言 へ の 個別 の 対応 に よっ て イ 
スラ ー ム 主義 的 な 主張 を 展開 し た 。 と くに ヌ 
ル ホ リス ・ マ ジ ド は 強く 批判 され た 0⑲。 彼 
ら は 1980 年 代 後 半 ま で 、 華 人 (キリ スト 教 
徒 ) 資本 と 癒着 し 、 イ スラ ー ム に 抑圧 的 な ス 
ハル トト 体制 に 最も 批判 的 な 葵 力 で あっ た 。 
と ころ が 、 イ スラ ー ム 主義 者 が 周辺 化 さ れ 
る 状況 は 1980 年 代 後 半 か ら 劇 的 に 変化 する 。 
スハ ルト 大 統領 が イス ラー ム 勢 力 に 接近 し 、 
1990 年 に は イン ド ネ シア ・ ム スリ ム 知 識 
人 協会 (katan Cendekiawan Muslim se 一 
Indonesia: ICMT) が 設立 され た 。1CMI は 、 
国軍 と 関係 が 悪化 し た スハ ルト 大 統領 の 権力 
基盤 の 安定 化 を 目的 と し た こと は な 人 友 定 し えな 
い が 、 経済 発展 に よる 中 間 層 の 成長 、 イ スラ ー ム 
復興 に よる 克 度 な ムスリム の 増大 、 そ れ に 伴 
う イ スラ ー ム 諸 団 体 の 活動 の 多様 化 を 反映 し 
て いた 。 ヌ ル ホ リス ・ マ ジ ド ら 衝 健 な 知識 人 
だ け で は な く 、 従 来 反 体制 的 で あっ た アミ ン ・ 
(13) B.T. Boland, 77e Sgrgg7e の 7 7s7o jp 7oderz 
77zdozeszg, Martinus Nijhoff, 1982, p. 186. 
(14) Wiliam Liddle, egdersz め gz Ce 


gozeszoz ア Po77 が cs。 AHenn & Unwin, 1996, pp. 
270-271. 
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ライ ス な ど イ スラ ー ム 主義 者 を 含め た 多く の ム 
スリ ム 知 識 人 が これ に 参加 し た ⑮。 日 本 軍政 
下 の イ ンド ネシア ・ ム スリ ム 評 議会 (Majlis 
Syuro Muslimin Tnmdonesiaj MASYUMTI ) で ⑨ 
や 1973 年 設立 の イン ド ネ シア ・ ウ ラマ ー 評 
"議会 (Majlis Ulama Indonesia: MUI) な ど 、 
国家 の 手 に よっ て イン ド ネ シア の ムスリム を 
統合 する 目的 で 作ら れ た これ まで の 組織 が 、 
いづ れ も NU や ム ハ マ デ ィ ヤ と いっ た 宗教 
団体 の 代表 者 を 集め た も の で あっ た の に 対し 
て 、ICMI は それ ら の 団体 か ら だ け は な く 、 
大 学 教授 や NGO 活動 家 、 野 党 政治 家 な ど よ 
り 多 様 な 参加 者 を 得 た 点 で 経済 発展 に よる 社 
会 変化 に 対応 し た 新しい プロ ジェ クト で あっ 
た 。 

都市 中 間 層 に お ける 敬 度 な ムスリム の 拡大 
は 明白 で あり 、 政 府 も これ を 体制 内 に 抱き 込 
む 必 要 が あっ た 。1ICMI の 会 長 に は スハ ルト 
の 右腕 で あっ た B. 了 ハビ ヒビ ヒ 研 究 技術 担当 国 
務 大 臣 (B. 了 . Habibie、 の ちの 第 三代 大 統領 ) 
が な り 、 イ スラ ー ム 政治 勢力 の 重要 性 が 高まっ 
た 。 1980 年 代 後半 か ら 中 間 層 、 続 いて 市 民 
社会 と いう 言葉 が 民主 化 を 期待 する イン ド ネ 
シア 研究 者 、 マ スコ ミ 、NGO な どの 流行 語 
に な りつ つ あ っ た が ⑰、1CMI の 設立 が も う 





(15) Robert W. HHefner, “Tslam, State, and Civil 
Society: ま CMI and the Struggle for the 
fndonesian Middle Ciass,” 2dozeszg, 56, 1993, 
pp.1-19. 中 村 光 男 、 前 掲 書 、271-306 ペー 
ジ 。 白石 隆 『 新 版 イ ンド ネシア 』NTT 出版 、 
1996 年 、201-210 ペー ジ 。 

6) 日 本 軍政 下 で っ つく られ た MASYUMI (マシ ュ 
ミ ) は 独立 後 マ シュ ミ 党 と し て 再 出発 し た が 、 
1952 年 まで に イス ラー ム 同 盟 、NU が 相次い 
で 脆 退 し 、 イ スラ ー ム 勢力 を 代表 する 政党 で 
は な く な っ た 。 


論 集 第 8 巻 第 2 号 


数 年 遅 す けれ ば 、「 イ ンド ネシア ・ ム スリ 4 ム 市 
民 社 会 協会 ] と いっ た 名 前 に な っ て いた だ ろ 
う 。 へ フナ ー (Hefner) は ICMT の 誕生 を 分 
析 し て 、「 イ スラ ー ム 、 国 家 と 市 民 社 会 : 
ICMI と イン ド ネ シア 中 間 層 の 闘争 ] と いう 
論文 を 1993 年 に 発表 し て いる が 、 こ の 論 

は 1995 年 に イン ド ネ シア 語 に 翻訳 され て い 
る 。 イ ンド ネシア 語 訳 は 副題 の み を 採用 し て 
『ICMI と イン ド ネ シア 中 間 層 の 闘争 』 とい 
う 題 名 で 出版 され た 。 こ の 書名 か ら 1995 年 


~ 当 時 彼ら が まだ 市 民 社 会 と いう 言葉 を 「 発 見 」 


し て いな か っ た こと が 分 か る 。 ま た 、 同 書 の 
文中 に 登場 する 市 民 社 会 と いう 言葉 も の ち に 
ICMI 活動 家 の 多 く が 使用 し た 「 マ シャ ラ カ ッ 
ト ・ マ ダニ 」 で は な く 、 当 初 支 配 的 だ っ た 
「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ シ ピル 」 と いう 訳語 が 使 
用 され て いる %⑯。 

東欧 の 民主 化 以降 、 各 地 の 民 主 化 運動 や 社 
会 運動 で も て は や され た 市 民 社 会 と いう 言葉 
は イン ド ネ シア 語 に 翻訳 され る に あたっ て 当 
初 英 語 の 「 シ ビル (civil) 」 を イン ド ネ シア 


語 風 に し た 「 シ ピル (sipiD 」 に 社会 を 表す 


(17) 例え ば オー スト ラリ ア で 出版 され た 以下 の 
論文 集 を 参照 せよ 。 い ずれ も ICMI の 設立 前 
に 書か か れ て いる が 、 す で に 新 中 間 層 に お け 
る 敬 度 な ムスリム 知識 人 の 台頭 が 認識 され て 
いる 。 前 者 は イン ド ネ シア 語 に も 訳 さ れ て い 
る 。 Richard Tarner and Kenneth Young et al., 
77e 7o/7zcs の 27e C/2ss ozesj2」 Centre 
of Southeast Asian Sutudies, Monash Univer- 
sity, 1990 インド ネシア 語 訳 (Po/zic た e/2s 
47ezezgg ヵ 77ozesiog、 LP3ES, 1993.) Arief 
Budiman (ed.), S727e gz の CyZ7 Socje が の 7 7 の 0- 
ze52。 Centre of Southeast Asian Studies, 
Monash University,1990. 

(18) Robert W.Hefner, “Tslam, State, and Civil 
Society: ICMI and the Struggle or the indone- 
sian Middle Class,” ozes7Z, 56, 1993, pp. 1 
19, 7CAZ7 ggz Peuongon 7en7g Ke/2s 
4ezezgg ヵ 77ozesz2, PT Tiara Wacana Yogya, 
1995. 
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語 を 足し て 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ シ ピル 」 と い 
う 訳 語 が 当て られ た 。 し か し この 直訳 イン ド 
ネシア 語 に 代わ っ て 、1990 年 代 後半 か ら 
「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダニ 」 と いう 訳語 が 広 
まり 始め た 。1993 年 に マレ ー シ ア 前 副 首相 
アン ワー ル ・ イ ブラ ヒム (Anmwar Tbrahim ) 
が イン ド ネ シア を 訪れ た 際 に 「 マ シャ ラ カ ッ 
ト ・ マ ダニ 」 概念 を 紹介 し た こと が イン ド ネ 
シア に お いて この 言葉 が 流行 する きっ か け に 
な っ た と いわ れ て いる 。 

「 マ ダニ | は アラ ビア 語 で 都市 を 意味 する 。 
イス ラー ム に お ける 二 聖 都 の 一 つ マ ディ ー ナ 
(メデ ィ ナ ) は 「 マ ダニ 」 と 同 語 源 で あり 、 
「 預 言 者 の 町 (Madina al-Nabi) 」 の 略称 で 
ある ⑨⑰。 イ スラ ー ム で は 西暦 622 年 に マッ 
カ (メッ カ ) か ら マ ディ ー ナ に 移住 (ヒジ ュ 
ラ ) し た 預言 者 ムハンマド が そこ で 建設 し た 
イス ラー ム 教 団 都市 国家 が 理想 的 な 「 国 家 」 
ある い は 「 社 会 」 と みな され 、 イ スラ ー ム 歴 
は ヒジ ュ ラ の 年 を 紀元 と する 。 イ スラ ー ム 主 
義 者 は 西洋 に お ける 市 民 社 会 概念 の 来歴 を 無 
視 し 、 前 述 の 「 イ スラ ー ム 国家 ]「 イ スラ ー 
ム 社 会 」 論 と 同様 に この イス ラー ム 教 団 都 市 
国家 を 理想 と する 。 ム ハン マ ド が マデ ィ ー ナ 
を 統一 する 際 に 異教 徒 を 含む マデ ィ ー ナ の 諸 
集団 と の 合意 事項 を まとめ た 「 マ ディ ー ナ 憲 
章 ] は イス ラー ム の 政教 一 元 論 、 イ スラ ー ム 
国家 の 「 規 範 的 原型 」 の 論拠 と され て き て お 


(19) な お 「 マ シャ ラ カ ッ ト 」 も アラ ビア 語 起源 
で ある が 、 イ スラ ー ム 人 性 を 強調 する た め に 使 
われ て いる 訳 で は な い 。 ア ラビ ア 語 起源 が 特 
に 意識 され ず に イン ド ネ シア 語 と し て 一 般 化 
し て お り 、 ま た アラ ビア 語 で は 「 社 会 ] と い 
う 意 味 で は 使わ れ て いな い 。 


り ⑳、「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダニ 」 概念 の 論 
拠 に な っ て いる 。 

し か し 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダニ | は 「 シ 
ビル ・ ソ サエ ティ ー」 の 一 般 的 な 訳語 と し て 
流通 し て おり 、 必 ず し も 「 イ スラ ー ム 国家 」 
を 指示 する わけ で は な い 。 ま た 「 マ ディ ー ナ 
憲章 」 を 論拠 と し て いて も 指し 示さ れる 理想 
の 社会 像 は 論者 に よっ て 明確 に 異な る 。 さ ら 
に 、 こ の 言葉 を イン ド ネ シア に 持ち 込ん だ ア 
ン ワ ー ル ・ イ ブラ ヒム 自身 は マデ ィ ー ナ 憲章 
を 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダニ 」 の 論拠 に し て 
いな い 。 む し ろ 社 会 学者 ゲル ナー (Geliner) 
が イス ラー ム 社 会 、 特 に 都市 の 改革 派 の 「 高 


-・ イ スラ ー ム | に ウェ ー バ ー が 西欧 社会 に 見 出 


し た 「 プ ロ テ ス タン ティ ズム の 倫理 」 と 共通 
する 精神 を 見 出し 、 西欧 「 市 民 社 会 の ライ バ 
ル 」 と 評価 し た こと を 参照 し て 、 倫 理 的 か つ 
経済 発展 の 原動力 と な る 「 市 民 社 会 (マシ ャ ラ 
カッ ト ・ マ ダニ )]| を 東南 アジ ア の イス ラー ム に 
よっ て 建設 すべ きだ と 主張 する の で ある 9。 

いずれ に し て も 1990 年 代 後半 以降 イン ド 
ネシア の イス ラー ム 主 義 知識 人 は 「 イ スラ ー 
社会] に 代わ っ て 「 市 民 社 会 (マシ ャ ラ カ ッ 
ト ・ マ ダニ )」 と いう 新しい 言葉 を 発見 し た 。 





(②0) 小杉 泰 「『 初 期 イ スラ ー ム 』 の 規範 性 を めぐ 
る 考察 :『 共 存 の 原理 』 の 原型 と し て の 「『 マ 
ディ ー ナ 憲章 』」『 国 際 大 学 中 東 研究 所 紀要 』 2、 
1986 年 、 211 ペー ジ 。 小杉 泰 「 中 東 と 政治 変 
動 : イ スラ ー ム 的 シス テム と 現代 」、 加 藤 普 章 
編 『 入 門 現 代 地域 研究 : 国際 社会 を どう 読み 
取る か 』 昭和 堂 、1992 年 、.109-130 ペー ジ 。 

(21) Anwar 1Ibrahim, “Tslam dan Pembentukan 
Masyarakat Madani” in Malaysian Institute of 
Development Strategies(MINDS), 7osyg7o ん 27 
7447cggz7 So74 7772zg7 wog7。 MINDS, 1998, p. 
8 Ernest Geliner, Cozdzzozs 7 と の ez の CD 
Socje か gz の 7 が 5 pg が 5、 Hamish Hamilton, 1994. 
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次 節 以下 で は 「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 」 の 論 
者 、 そ の 意味 内 容 に つい て 科 単 に 検討 し 、 
「 ナ ショ ナリ スト 的 ムスリム 」 と の 相違 を 明 
確 に する 。 
(2) ヌル ホリ ス ・ マ ジ ド の 市 民 社 会 論 
前 節 で 述べ た よう に 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ 
ダニ 」 と いう 言葉 は 多義 的 で ある が 、「 マ シャ 
ラ カ ッ ト ・ マ ダニ |」 と 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ シ 
ピル 」 を 区 別 す る と き 、 そ の 論者 の 意図 は 非 
常に 明確 で も る 。 こ こ で は まず 、 イ ンド ネ シ 
ア に お いて 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダニ 」 概念 
を 定式 化し た ムスリム 知識 人 ヌル ホリ ス ・ マ 
ジ ド の 市 民 社 会 論 を 取り 上 げ る 。 ヌ ル ホ リス ・ 
マジ ド は イン ド ネ シア 随 一 の ムスリム 知識 人 
で あり 、 ま た イス ラー ム 勢 力 内 で 中 道 的 な 立 
場 に あり 、 後 で 議論 する 正義 党 と NU の 市 
民 社 会 を 対比 させ る 上 で 不可 欠 な 存在 で ある 。 
ヌル ホリ ス ・ マ ジ ド に よれ ば 、 マ ディ ー ナ 
に お いて は 、 預言 者 ムハンマド の 統治 に より 
初め て 法 へ の 服従 が 守ら れ 、「 国家] が で き 
た と いう 。 彼 は また マデ ィ ー ナ 窓 章 に 示さ れ 
て いる 多元 性 、 寛 容 性 、 民 主 主 義 を 重視 し 、 
この 精神 が 近代 国民 国家 に も 活か され る と す 
る 。 西洋 に お ける これ ら の 概念 の 形成 に も 言 
及 し な が ら 、 こ れ ら の 概念 が 初期 イス ラー ム 
に お いて すでに 見 出さ れ て いた こと を 主張 す 
る の で ある 。 そ し て 宗教 社会 学者 ロバ ー ト ・ 
ベラ ー (Robert N. Bellah) を 引用 し な が ら 、 
これ ら の 価値 が 当時 に お いて は あま り に を 先 
進 的 で あっ た た め 長 く 実現 され な か っ た が 、 
イス ラー ム の 理想 と し て は 保持 され 続け て き 
た と 述べ る ②⑳。 端 的 に 言え ば 、 ヌ ル ホ リス ・ 
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マジ ド の 市 民 社 会 論 は 、 多 元 主義 や 民主 主義 
と いっ た 西洋 近代 市 民 社 会 の 産物 と 見 られ て 
いる 概念 が イス ラー ム に も み ら れ 、 い や むし 
ろ イ スラ ー ム に お いて 先行 し て 存在 し た こと 
か ら 、 こ れ ら の 価値 の 実践 を 正当 化す る も の 
で ある 。 ヌ ル ホ リス ・ マ ジ ド は 「 イ スラ ー ム 
国家 」 を 否定 し て お り 、 そ の 市 民 社 会 概念 は 
「 イ スラ ー ム 国家 ] ある い は 「 イ スラ ー ム 社 
会 」 の 理想 と し て の マデ ィ ー ナ 都市 国家 その 
も の で は な く 、 そ れ に 含ま れる 宗教 的 多元 主 
義 や 民主 主義 と いっ た 価値 観 を 重視 する の で 
ある 。 ヌ ル ホ リス ・ マ ジ ド は 寛容 で 民主 的 な 
価値 観 が 、 拡 大 する 敬 度 な 都市 中 間 層 に 根付 
く こ と を 期待 し て いる 。 彼 は 1990 年 代 初 豆 
に 「 パ ラマ ディ ナ (Paramadina、 都 市 の 人 々 )」 
と いう 主 に 中 間 層 以上 の 成人 を 対象 と し た イ 
スラ ー ム 教育 機関 を 設立 し た ②⑳。 パ ラマ ディ 
ナ は 1998 年 に は 大 学 を 持つ まで に 発展 し 、 
ヌル ホリ ス ・ マ ジ ド 自身 が 学長 に 就任 し て い 
る 。 

先述 の よう に 、 ヌ ル ホ リス ・ マ ジ ド は イン 
ド ネ シア の 多元 的 統一 を 重要 視 す る 立場 か ら 、 
1970 年 代 に ナシ ー ル ら イ スラ ー ム 主義 者 か 


(22) Nurcholish Madjid, “Pegantar: Masyarakat 


Madani dan 』nvestasi Demokrasi: Tantangan 
dan KKemungkinan,′ in Ahmad Baso, Cy7 
Socze が か Ye7szS ルル 2spO7Go7 72d277 Pustaka 
Hidayah, 1999 , pp. 17-34. Nurcholish Madjid, 
“The Potential Tslamic Doctrinal Resources for 
the Establishment and Appreciation of the 
Concept of Modern Civil Society", paper 
presented for International Conference on 
“Hslam and Civil Society, Messages from South- 
east Asia,” Ito, Japan, November 5$ 一 6, 1999. 

(23) 「 マ ディ ナ (madina)」 は 「 マ ダニ 」 と 同義 
で 「 都 市 ] や 「 文 明 」 を 意味 する アラ ビア 語 で 
ある が 、「 パ バラ (para)」 は スペ イン 語 起 源 で あ 
る と いう 。 
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ら は 決別 し て いる が 、 マ ディ ー ナ 憲章 を 市 民 
社会 論 の 基点 と する 点 で は イス ラー ム 主 義 者 
と 共通 し て いる 。 む し ろ ヌ ル ホ リス ・ マ ジ ド 
が 定式 化し た イン ド ネ シア に お ける 「 イ スラ ー 
ム 市 民 社 会 論 」 を 、「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダ 
ニテ イス ラー ム 社 会 」 と 読み か えて イス ラー 
ム 主義 者 が 採用 し た の が 実際 の 所 で あろ う 。 
いずれ に し ろ 後 に 見 る NU の 市 民 社 会 論 の 
論理 構成 と は 大 きく 和 敢 離し て いる 。 

(3) 正義 党 の 市 民 社 会 論 

1999 年 6 月 の 総 選挙 で 7 議席 を 獲得 し 国 
会 で 第 7 党 の 地位 に ある 正義 党 は その 党 宣言 ・ 
覚 綱領 の な か で 市 民 社 会 に つい て 繰り 返し 
述べ て いる 。 その 定義 は 「 正 し い 強 固 な イ 
デオ ロ ギ ー を 保持 し 、 高 い 道徳 心 を も ち 、 
政治 ・ 経 済 ・ 文 化 的 に は 独立 的 な 性 格 を も 
ち 、 文 民政 権 を 有する 社会 」〈⑳ で あり 、 必 ず 
し も ゃ 明快 で は な い が 、 あ いま いな パン チャ 
シラ ・ イ デオ ロ ギ ー を 否定 し て いる 。 そ し て 
さら に 読み 進め て いく と 、 以 下 に 引用 する 
よう な 、 よ り イ スラ ー ム 主義 的 な 主張 が 見 ら 
れる 。 


「 絶 対 的 権力 の 保持 者 で ある 神 は 人 間 に 神 の 
代理 人 (カリ フ ) と し て 役割 を 果たす こと を 
望ま れ た 。・・・ カ リフ 性 の 主張 は 神 の 法律 
に そっ て 人 間 が どこ まで 一 貫 し て その 機能 を 
果たす か に 依存 し て いる 。 普遍 的 な 民主 主義 
の 価値 と いう の は その 【[ 神 の 代理 人 と し て の = 


(24) Partai Keadilan, “Manifesto Politik Partai 
Keadilan”, in Sek/os ア Poo た eg の 7 の が 。1998。 p. 
9. 


引用 者 ] 責任 の な か に お ける 人 間 の 理解 で あ 
る 。」②) 


市 民 社 会 は そう し た 「 神 に 任命 され た 仲介 
者 」 と し て の 「 国 家 の 中 で 、 公 共 政 策 を 決定 
する 役割 に お いて 、 社 会 的 また 個人 的 に 有 能 
な 社会 」《〈9⑯ で ある と いう 。 イ ンド ネシア 国家 
を 神 の 代理 と し て 捉え る カリ フ 制 度 は スハ ル 
ト 体制 期 に は 表 だ っ て 唱え られ る こと は まず 
考え られ な か っ た 。 民主 主義 な ど 西 洋 普 遍 的 
な 価値 も 正義 党 の 市 民 社 会 諭 の 中 で は イス ラー 
ム に だ 正統 化 さ れる 限り に お いて 重要 で あり 、 
西洋 の 市 民 社 会 概念 に つい て は まっ た く 言 及 
され な い 。 正義 党 が 究極 的 に 目指 す の は イス 
ラー ム 法 の 実定法 に お ける 実現 、 イ スラ ー ム 
に 基づく 社会 統合 、 社 会 牧 序 の 実現 で ある 。 
「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ディ ー ナ 」、 つ まり は 
「 イ スラ ー ム 社会 」 の 実現 に 他 な ら な い 。 

し か し ナシ ー ル と マシ ュ ミ 党 の 後継 者 を 自 
認 し て いる 月 星 党 や 新 マ シュ ミ 党 か ら は 市 民 
社会 と いう 言葉 は 聞か れ な い 。 で は 中 東 的 と 
いう 意味 で より 純粋 な イス ラー ム の イメ ー ジ 
を 追求 し た 正義 党 は 、 な ぜ 市 民 社 会 と いう 言 
葉 を 使っ た の か 。 そ の 原因 は 正義 党 の 支持 者 
の 構成 に 求め られ る 。 正義 党 は 大 学 キ ャ ン パ 


- ス の モス ク を 中 心 に 組織 化 さ れ 、1999 年 の 


総 選 挙 に お ける 得票 率 は 2 % 以 下 で あり NU 
や ム ハ マ デ ィ ヤ な ど 巨 大 な イス ラー ム 大 衆 団 
体 を 基盤 と し て いる 政党 に 比べ る と 議席 は わ 


(25) Partai KKeadilan, “Jati Diri Partai 放 eadilan", 


in 7 p.34. 
(26) 7 婦 。p.47. 
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ず か だ が 、 ジ ャ カル タ な ど 都 市 部 で の 健闘 が 
目立っ た 。 総 選挙 後 の 国 会 で は 同じ く 中 間 層 
以上 に 支持 者 が 多い 国民 信託 党 と 統一 会 派 を 
形成 し た 。 ヌ ル ホ リス ・ マ ジ ド の 市 民 社 会 概 
念 に し ろ 、 正 義 党 の それ に し ろ 、 そ こ で 想起 
され る 「 市 民 」 は 都市 に 住み 、 あ る 程度 の 教 
育 を 受け 、 政 治 的 に 成 茸 し た 人 々 で ある 。 イ 
ンド ネシア の 市 民 社 会 論 を めぐ る 言説 は 1950 
年 代 に は み ら れ な か っ た 、 政 党 の 支持 を めぐ 
る 社会 階層 に よる 分 像 も 明らか に し て いる の 
で ある 。 

1930 年 代 の 政党 は その ほとん ど が 大 衆 を 
動員 する こと で 選挙 に お ける 議席 獲得 を め ざ 
し た 。 イ ンド ネシア 社会 党 の 例外 を 除き 中 間 
層 や 知識 人 を ター ゲッ ト に し た 政党 は な か っ 
た 。 イ ンド ネシア の 経済 発展 と 教育 の 発展 、 
都市 化 、 中 間 層 の 拡大 は 既存 の 大 衆 団体 に 基 
盤 を 持た な い 、 大 学生 や 大 学卒 業者 を 支持 者 ・ 
活動 家 の 中 心 に 据え た 政党 を 生み 出し た 。 大 
学 キ ャ ン パ ス の モス ク や 学生 宗教 組織 の 他 
が 核 と な っ た 正義 党 だ け で は な く 、 ム ハマ ディ 
ヤ を 支持 基盤 に し て いる 国民 信託 党 に お いて 
も その 結党 に あたっ て は 既存 の 大 飛 組 織 を 超 
えた 知識 人 や NGO 活動 家 の ネ ットワーク が 
利用 され た 。 1990 年 の ICMI の 結成 に こう 
し た 新しい 傾向 が あっ た の は 前 述 の 通り で あ 
る 。 教育 程度 の 高い 正義 党 支持 者 に は 市 民 社 
会 と いう 洗練 され 、 フ ァ ッ ショ ナブ ル な 、 か 
つ イ スラ ー ム 的 色合い が 濃い 「 マ シャ ラ カ ッ 
ト ・ マ ダニ 」 と いう 言葉 が 違和感 な く 受け 入 
れ ら れる 。「 純 粋 な イス ラー ム 」 は 選挙 運動 


参加 者 の 純白 の ジル バブ (女性 の ペール) や . 
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イス ラー ム 服 に よっ て も 強調 され た 。 そ うし 
た シン ボル は 非 ム スリ ム や 「 ナ ショ ナリ スト 
的 ムスリム 」 に は 排他 的 な 「 原 理 主義 」 に 映 
る が 、 イ スラ ー ム 主義 者 た ち 、 ま た 少な か ら 
ぬ 一 般 の 敬 度 な ムスリム に と っ て 政治 的 な 清 
潔 感 や 倫理 、 規 律 の 高 さ を 感じ させ る の で あ 
る 。 


臣 .「 ナ ショ ナリ スト 的 ムスリム 」 の 市 民 
社会 論 
(1)「 ナ ショ ナリ スト 的 ムスリム 」 の 形成 
ナ フ ダ トゥ ル ・ ウ ラマ ー (NU) は つね に 
イス ラー ム 主 義 と 世俗 的 ナシ ョ ナリ ズム の 狂 
間にあっ た 。 イ ンド ネシア 独立 当初 NU は 
マシ ュ ミ 党 の 一 派閥 と し て 出発 し た が 、1932 
年 に これ を 脱退 し た 。 マ シュ ミ 党 が 西 ス マト 
ラ の イン ド ネ シア 共和 国 革命 政府 へ の 関与 か 
ら 1960 年 に 非 合 法 化 さ れ た の を し り 目 に 、 
NU は スカ ル ノ 体 制 に 協調 的 な 態度 を と り 、 
世俗 的 ナシ ョ ナリ スト で ある イン ド ネ シア 
国民 党 、 イ ンド ネシア 共産 党 と ナ サ コ ム 
(NASAKOM : ナシ ョ ナリ ズム 、 宗 教 、 共 産 
主義 ) 体制 の 一 角 を 占め た 。 こ の よう な NU 
は 、 多 く の 研 究 者 に よっ て 1980 年 代 に 入る 
まで 単なる 日 和 見 主義 者 と 考え られ 、 政 治 的 
行為 者 と し て 真剣 な 考察 の 対象 に な る こと は 
ほとん ど な か っ た 。 た し か に NU に は 洗練 
され た 政治 思想 な ど は な か っ た が 、 そ の イス 
ラー ム 主 義 c2 ナ ショ ナリ ズム と の 間 に 立 つ 
中 道 的 な 立場 に は 宗教 的 文化 的 背景 が あっ た 。 
すなわち 中 道 (tawasuth) や 調和 Gtidal) 
の 重視 は NU の 宗教 的 規範 で も り 、 イ スラ ー 


イン ド ネ シア に お ける 「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 」 の 二 大 潮流 、171 


・ ム 法 学 (フィ ク フ ) で 正当 化 さ れる @⑦。 こう 
し た 宗教 的 規 幼 は ジャ ワ 的 世界 観 と も 一 致 
融合 する 。 そもそも NU が 基盤 と する プ サ 
ント レン (イス ラー ム 寄 宿 学 校 ) は ジャ ワ の 
イス ラー ム 化 以前 に 起源 を 持つ と いわ れ 、 
世俗 的 ナシ ョ ナリ ズム 運動 の タマ ン シ ス ワ 
(Tamansiswa) は プサン トレ ン を 民族 教育 の 
理想 型 と し て いた ⑨⑳ 上 。 ジャ ワ 文 化 に お いて 
は 「 わ れ わ れ 」 と 「 彼 ら 」 の 境界 が あい まい 
で ある 。 イ スラ ー ム 主義 的 な 近代 主義 ム ス リ 
ム 政 治 家 た ちの 多く が 「 イ スラ ー ム の 主張 を 
より 正統 に 代表 する に つれ て 、 彼 ら 自 身 の 共 
同体 で は 高い 威信 を も つが 国民 全体 で は 人 気 
が 出 ず 、 共 同体 外 (non-ummat) の 集団 と 
の 関係 を うま く 発 展 さ せ 、 社 会 全体 へ 彼 の 影 
響 を 効果 的 に 発展 させ る に つれ て 役 自身 の 共 
同体 内 部 で の 威信 は 弱く な る 」⑳ よう な ジレ 
ンマ を 抱え る の と は 対照 的 で ある 。 

以上 の よう に NU と ジャ ワ を 中 心 と し た 
世俗 的 ナシ ョ ナリ スト と の 近似 性 は 文化 的 に 
説明 可能 で ある が 、1984 年 以降 、NU は 明 
確 に ナシ ョ ナリ スト と し て の アイ デン ティ ティ 


(27) Nahdlatul Ulama, epz7xsgz 727797 パ び 
イ イ ア 7, Surabaya, 1984, p. 79-80, M. Ai Haidar, 
Mod727z/ 0O/2722 gn 7 が 27 の doze57・ 
ez の eX の 727 7 放 gog/27 Po が が Oramedia, 
1994, pp. 74-81. こう し た 「 中 唐 」 を 志向 する 
イス ラー ム 思 想 は NU に 固有 な も の で は な く 、 
他 地 域 に お ける スン ナ 派 中 道 の イ スラ ー ム 運 
動 と 比較 し うる 。 例え ば 以下 は そう し た 試み 
の 足 掛 り に な る 。 小杉 泰 「 ス ン ナ 派 中 道 潮 流 
の 理念 と 戦略 : 新た な る 世界 像 を めざし て 」、 
小杉 泰 編 『 イ スラ ー ム に 何 が お き て いる か 』J 
平凡 社 、 1996 年 、 298-301 ペー ジ 。 

(28) 土屋 健治 『 イ ンド ネシア 民族 主義 研究 』 創 
文 社 、 1982 年 、 216 ペー ジ 。 

(29) Benedict Anderson, と 2zgzGge 2 の Powe 万 ァ 
ア /o77zg ア Po7 が co7 Cg が 7es 7 2Zozesig, Cornel 
University, 1990, pp. 7172. 」 


を 打ち 出し た 。NU は 1984 年 に 東 ジ ャ ワ の 
シト ッ ゥ ッ ボ ンド (Situbondo) で お こ な わ れ た 
第 27 回 NU 全国 大 会 で 「1926 年 ヒッ タ 」 
(khittah : 闘争 の 基本 的 指針 ) を 採択 、 政 党 
活動 (開発 統一 党 ) か ら 撤退 し 、 設 立 当時 の 
精神 ・ 活 動 に 回 帰す る こと を 宣言 し た 。 同時 
に イス ラー ム 主 義 者 が 敵視 し て いた パン チャ 
シラ を 組織 の 唯一 原則 と し て 受け 入れ た 。 こ 
の パン チャ シラ 原則 受け 入れ に 当たっ て 、 
NU は 宗教 的 な 正統 化 だ け で な く 、 自 身 の ナ 
ショ ナリ スト 的 な 来歴 を 強調 し た 。1998 年 
の 「 民 族 覚醒 」 党 設 立 ま で NU は 繰り 返し 
この ナシ ョ ナリ スト 的 立場 を 表明 し 、 イ スラ ー 
ム の 連帯 より 「 国 民国 家 イ ンド ネシア 」 の 維 
持 を 優先 し た 。 1999 年 総 選 挙 に あたっ て 
NU 主流 派 は 政党 を 設立 し た が 、「 ウ マッ ト 覚 
醒 党 (Partai Kebangkitan Umat)] や 「 ナ フ 
ダ ト ゥ ー ル ・ ウ マッ ト 党 (Partai Nahdlatul 
UmaD」 と いっ た いく つか の 候補 か ら も っ と 
も ナシ ョ ナリ スト 的 な 「 民 族 覚醒 党 (Partai 
Kebangkitan Bangsa)| と いう 党 名 を 選択 
し た 。 これ に 対し て NU の 非 主流 派 は 「 ゥ 
マッ ト 」 (ウン マ : イ スラ ー ム 宗教 共同 体 ) 
や 「 ナ フ ダ トゥ ー ル | など ア ラビ ア 語 を 使っ 
た 、 よ り イ スラ ー ム 的 な 名 称 の 政党 を 設立 
し た 。 し た が っ て NU 会 員 に お いて も イス 
ラー ム 主 義 に より 近い 政治 的 立場 を と る こと 
は あり える 。 それ で も NU 系 の 4 政党 は い 
ずれ も パン チャ シラ を 政党 の 組織 原則 に 採用 
じ だ 。 

1984 年 に NU 中 央 執行 部 議長 (Ketua 
Tanfidziah) の 座 に つい た アブ ドゥ ル ラ フ マ ン ・ 
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ワ ヒ ド は ICMTI を イス ラー ム の 利益 の み を 代 
表す る 偏狭 な 団体 で ある と し て 閉 難 、 対 抗 し 
て 非 ム スリ ム を 含む ナオ ナショナリスト 知識 人 ら 
と 「 民 主 主義 フォ ー ラ ム (Forum Demokras1)」 
を 結成 し た 。 支配 的 な 公定 ナシ ョ ナリ ズム を 
全面 的 に 受け 入れ る こと で 、NU は か えっ て 
批判 的 な 言説 を 形成 する こと が 可能 に な っ た 。 
つま り 民 主 的 、 多 元 的 な イン ド ネ シア の 統一 、 
社会 正義 と いっ た パン チャ シラ の 内 容 か ら 逸 
脱し た 国家 の 行為 を 堂々 と 批判 で きる 立場 に 
立つ こと が 出来 た ⑨。 ま た この 決定 以降 、 
NU は 宗教 教育 活動 の ほか に も プサン トレ ン 
を つう じ た コ ミュ ニテ ィ ー・ デ ィ ベ ロッ プ メ 
ント な どの 社会 活動 を 活発 化 さ せ 、 他 宗教 や 
非 宗 教 際 NGO な ど よ り 広 い 社 会 勢力 と の 連 
携 を 図っ た 。 ス ハル ト 体 制 下 に お ける 経済 発 
展 、 中 間 層 と イス ラー ム 高 等 教育 機関 の 拡大 
は 、 農 村 部 を 中 心 に し た NU か ら も NGO 活 
動 家 や ジャ ー ナ リス ト 、 医 師 や 弁護 士 と いっ 
た 非 宗 教 的 分 野 に お ける 専門 家 を 生み だ し た 。 
ウゥ ウラ マー の 中 に も 大 学卒 業者 が めずらし く な 
く な り 、 こ うし た 新しい 人 材 が NU の 活動 
を 一 新 し 、 現 実社会 に 適応 し た 宗教 的 議論 の 
方 法 を 導入 し た 。「 ヒ ッ タ 」| や その 後 の NU 
全国 大 会 に お ける 決議 は こう し た 活動 に つい 
て 宗教 的 な 理論 化 を ここ ろ み た も の で あっ た 
(30)0 こう し た パン チャ シラ を 受け 入れ た 上 で の 

「 対 抗 的 言説 ] の 形成 は 1970 年 代 以 降 の 学生 

運動 に も 見 られ た 。 土佐 弘之 「 イ ンド ネシア 

権威 主義 体制 と 学生 運動 : 政治 体制 と 社会 運 

動 と の 相互 作用 過程 に 焦点 を あて て 」『 東 南ア 

ジア 研究 』 27-1、1989 年 、99 ペー ジ 。 NU の 

ヒッ タ 回 帰 を 準備 し た 「24 人 委員 会 」 に は ザ 

ムロ ニー (Zamroni) な ど 学 生 運 動 の 中 心 人 物 が 


お り 、 ア ブ ド ゥ ル ラ フ マ ン ・ ワ ヒド 自身 も 学 
生 運 動 や NGO に 広い 人 脈 を も っ て いた 。 
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が 、1990 年 代 に 入る て 市 民 社 会 と いう 言葉 
が 発見 され 、 し だ い に NU が 目指 す サイ ンド 
ネシア 社会 の モデ ル と し て 採用 され る よう に 
な っ た の で ある 。 
(2) ナ フ ダ トゥ ル ・ ウ ラマ ー の 市 民 社 会 論 
NU は 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ シ ピル 」] と いう 
英語 か ら の 直訳 語 を 使用 し 、 あ る い は 「 シ ビ 
ル ・ ソ サエ ティ ー」 と いう 英語 を その まま 使 
用 し て 、 市民 社 会 が 欧米 起源 の 言葉 で ある こ 
と を 強調 する 。1999 年 11 月 の NU 全国 大 会 
の イス ラー ム 法 に 関す る 委員 会 で 討議 され 採 
択 さ れ た 報告 書 に よれ ば 、 市 民 社 会 (シビ ル ・ 
ソサ エ テ ィ ー) は 「 特 に 国家 と 資本 権力 に 対 
抗 し て 、 平 等 、 自 由 、 相 互 信頼 、 自 由 意思 、 


同胞 愛 、 自 立 性 を 尊重 する 倫理 的 社会 」 と 定 


義 さ れる Db。NU は 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダ 
ニ 」 概念 を 批判 し 、 次 の 三 点 な いし 四 点 の 相 
違 を 指摘 し て いる 。 第 一 に 、NU の 市 民 社 会 
概念 が 社会 と 宗教 に 対し て 国家 を は っ きり と 
区 別 す る の に 対し て 、「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ - 
ダニ 」 概念 で は 社会 と 国家 を 統合 し よう と す 
る 。 次 に 第 一 の 点 に 関連 し て 、「 マ シャ ラ カ ッ 
ト ・ マ ダニ 」 の 主張 者 た ち が 、 非 ムスリム と 
女性 が 国家 の 指導 者 に な る こと を 拒否 する こ 
と を 例示 し 、 対 照 的 に NU は すべ て の 社会 
成員 が 差別 無く 平等 の 地位 を も つこ と を 主張 
する 。 第 三 に 都市 住民 を 想定 し た 「 マ シャ ラ 
カッ ト ・ マ ダニ 」 論 は 都市 で な い ( 非 マ ダニ 
の ) 農村 社会 を 差別 し た 、 ブ ル ジ ョ ワ 的 エリ ー 


(31) Nahdlatul Ulama,“NU dan Pemberdayaan 
Masyarakat SipilL” Ao7e77 Pg カ が な 47ー442y77 og/ 一 
Mozd が z7yyo7 7 dzk7o70 の 7 イイダ WO, 
Kediri, 1999, p. 34. 
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ト 的 概念 だ と 批判 する 。 つ まり NU に お い 
て は 農村 を 市 民 社 会 論 の 射程 に 組み 込む こと 
が 意図 され て いる 。 最後 に も ちっ と も る 根本 的 な 
問題 と し て 市 民 社 会 と は 国家 で は な く 社 会 の 
言説 で も ある と いい 、 社 会 と 国家 の 区 別 を 再度 
強調 する 92。 

以上 で 正義 党 の 市 民 社 会 論 と の 相違 は 明 ら 
か で あろ う 。 前 節 に 述べ た 歴史 的 な 経緯 を 中 
まえ て 三 点 ほ ど NU の 市 民 社 会 論 に つい て 
言及 し 、「 ナ ショ ナリ スト 的 な ムスリム 」] と 
し て の NU の 特徴 を 浮き 彫り に し て みた い 。 
まず 第 一 に 、NU の 市 民 社 会 論 に お いて は イ 
スラ ー ム 的 起源 は 強調 され ず 、 む し ろ そ れ が 
イン ド ネ シア 的 文脈 に お ける イス ラー ム と 西 
洋 起源 の 概念 と の 対話 に よっ て 形成 され て き 
た と され る 。 国家 と 宗教 を 分 離す る こと 、 非 
ムスリム と 女性 の 指導 者 を 認め る こと は 論者 
に よっ て は 反 イ スラ ー ム 的 で ある と いう 批判 
さえ 受け る で あろ う が 、NU の ウラ マー の 多 
数 派 は これ を 容認 し て いる 。 ま た 自由 や 平等 
の 強調 は ヌル ホリ ス ・ マ ジ ド の 市 民 社 会 論 と 
共通 する が 、 こ と さら これ ら の 概念 の イス ラー 
ム に お ける 起源 を 追求 する わけ で は な い 。 一 
部 だ が 有力 な NU 指導 者 や NU の 若手 活動 
家 は キリ スト 教 や シー ア 派 の 理論 を 参照 する 
こと も 原 わ な い 。 例え ば アブ ドゥ ル ラ フ マ ン ・ 
ワ ヒ ド は イス ラー ム に お いて 大 衆 の エン パワ ー 
メン ト と いっ た 社会 変革 を 促進 する 理論 は イ 
ラン の ホメ イニ に よっ て よう や く 登 場 し た し 、 
また 南米 の カト リッ ク で 発展 し た 「 解 放 の 神 
学 」 を 例 に 出し て 、「NU 版 解放 の 神学 」 を 
(32) 77., pp. 37-39. 


理論 化し な けれ ば な ら な いと 述べ て いる 3)。 
し か し 、NU の 市 民 社 会 論 は 世俗 的 と いう 


. 訳 で は な い 。 例え ば 「 シ ビル ・ ソ サエ ティ | 


の 定義 に 含ま れる 「 同 胞 愛 」 は 、 旧 マシ ュ ミ 
勢力 が 主張 し た 先述 の 「 イ スラ ー ム 社会 」 の 
目標 に 含ま れる 概念 で も ある が 、NU に お け 
る 「 同 胞 愛 」 は 「 イ スラ ー ム の 会 派 剛士 の 同 ' 
胞 愛 (ukhuwwah Islamiyyah)」 に 限定 され 
な い 。 つ まり 、「 イ ンド ネシア の 経済 的 政治 
的 福祉 に お ける すべ て の イン ド ネ シア 人 の 共 
通 利益 (ukhuwwah wathaniyyah) 」、 さ ら に 
は 「 す べ て の 神 の 土地 と 人 間 に わ た る 同胞 愛 
(ukhuwwah basyariyyah)| を 含む 非常 に 広 
い 概念 と し て 定式 化 さ れ て いる の で ある 。 こ 
の 「 三 つの 同胞 愛 」 は 1970 年 代 後半 に アフ 
マ ド ・ シ ディ ク (Ahmad Siddiq) に よっ て 
提唱 され 、1983 年 か ら 1984 年 に か け て NU 
が パン チャ シラ を 組織 の 唯一 原則 と し て 受け 
入れ 、( ム スリ ム の 連帯 より も ) イン ド ネ シ 
了 社 会 に 貢献 する 「 ナ ショ ナリ スト 的 ム ス リ 
ム 」 と し て の アイ デン ティ ティ を 明確 に 主張 


する 「 ヒ ッ タ 回 帰 」 を 行う に あたっ て 鍵 概 念 


と な っ た (④。 その他 市 民 社 会 諭 を 構成 する 
個別 の 要素 は それ ぞ れ イス ラー ム 法 学 (フィ 
ク フ ) に よっ て 正統 化 さ れ て いる 。 先 の 「NU 
版 解放 の 神学 ] に し て も 、 シ ー ア 派 や キリ ス 
ト 教 の 思想 を 参照 し 、 そ れ を 伝統 主義 イス ラー 
ム の 枠組 み で 理論 化 ・ 具 体 化す べき だ と 主張 





(33) Abdurrahman Wahid, “Tsiam dan "Civil 
Society', Pengalaman Indonesia", 互 Z/927, 6 
1998, pp. 24 一 23. 

(34) アフ マ ド ・ シ ディ ク は 1984 年 に NU の 宗 
教 評議 会 議長 (Rais Aam) に 選ば れ 、 ア ブ ド ッ ゥ 
ル ラ フ マ ン ・ ワ ヒド と と も に NMU の 新 路線 を 
積極 的 に 推進 し た 。. 
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され る の で ある 。 

第 二 に NU は 「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダニ 」 
論 と の 最大 の 違い と し て 国家 と 社会 を 区 別 す 
る こと を 指摘 し て いる 。 国家 と の 対抗 の 強調 
は 東欧 に 始ま り 1980 年 代 後半 以降 民主 化 の 
スロ ー ガ ン と し て 復活 し た 市 民 社 会 論 に 共通 
する 。 アブドゥル ラフ マン ・ ワ ヒド は 1980 
年 代 初頭 に は すでに プサン トレ ン が 国家 権力 
の 「 緩 衝 地 帯 」 と し て 、 そ の 基盤 た る 農村 社 
会 を 守り その 発展 に 寄与 し な けれ ば な ら な い 
こと を 主張 し て いる ⑨⑲5。 欧米 産 の 市 民 社 会 
と いう 言葉 は 発展 途上 国 の 民主 化 の 文脈 で 研 
究 者 に よっ て 使わ れ 、 国 家 と 対 財 し て 異議 申 
し 立て を 行う 「 抗 国家 性 」 が 強調 され た が 、 
逆 に NGO や 労働 組合 な どの 規範 的 モデ ル と 
し て 使用 され る よう に な っ た ⑲。 1984 年 
以降 、 政 覚 か ら 撤退 し 、 さ ら に 国家 主導 の 
ICMI か ら も ゃ 距離 を 置く こと で 宗教 社会 組織 
と し て の アイ デン ティ ティ ー を 再 定 義 し た 
NU に と っ て 市 民 社 会 は 採用 する の に 都合 の 
良い スロ ー ガ ン と な っ た 。 ま た 都市 住民 が 多 
(35) 





アブ ドゥ ル ラ フ マ ン ・ ワ ヒド 「 理 想 へ の 橋 
頭 代 」 イ マム ・ ウ ォ ル ヨー ニコ ンズ ・ ク レー デ 
ン 編 著 、 山本 春樹 訳 『 こ れ か ら の イン ド ネ シ 
アァ ー 発 展 を 模索 する パン チャ シラ 社会 サイ 
マル 出版 会 、 1987 年 、250-287 ペー ジ 。 同書 
の イン ド ネ シア 語 に よる 出版 は 1981 年 で ある 。 
(36) 遠藤 貢 「 ア フリ カ 『 市 民 社 会 』 論 の 展開 」 

『 国 際 政 治 』 123、 2000 年 、14-15, 20-21 ペー 

ジ 。NU に お いて も 、 ア ブ ド ゥ ル ラ フ マ ン ・ 

ワ ヒ ド の ブレ ー ン で 政治 学者 の ムハンマド ・ 

AS・ ヒ カム (Muhammad AS Hikam、 現 研 究 ・ 

技術 担当 国務 大 臣 ) が 、 始め は 分 析 概 念 と し 
て 1990 年 代 初頭 どろ か ら 市 民 社 会 (シセ ビル ・ 
ソサ エ テ ィ ー) と いう 言葉 を 使っ た 。 ヒ カム 
は トク ヴィ ル (Tocquevile) の 著作 を 引用 し 
な が ら 市 民 社 会 を 自発 性 、 国家 か ら の 自律 性 
な どの 特性 を 持つ 公共 領域 と 定義 し て いる 。 
Muhammad AS Hikam, の ezzo ん rosf 9g ヵ Cm 
Socje か , LP3ES, 1996, p. 3. 
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い 近 代 主 義 イ スラ ー ム 組織 に 比較 し て 、NU 
会 員 が 農民 を は じ め 貧 困 層 に 多い こと か ら 、 
都市 だ け で な く 農 村 も 射程 に 入れ た 市 民 社 会 
論 が 形成 され た 。 こ うし た 社会 的 背景 か ら 、 
第 三 の 特徴 と し て 、 国 家 と 並ん で 資本 を 対抗 


- すべ き 権 力 と 考え 、「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダ 


ニ 」 概念 を 「 ブ ル ジ ョ ワッ 的 」 と 批判 する な ど 、 
ポ ピ ュ リ ス ト 的 な 色彩 を 帯び た 市 民 社 会 論 に 
な っ た 。 1980 年 代 後半 か ら 特 に 活発 に な っ 
た 若い NU の 活動 家 に よる 農村 開発 や 貧困 
対策 と いっ た 社会 活動 へ の 取り 組み は 、 農 民 
運動 や 労働 運動 と の 結び つき を 生み 、 世 俗 的 
ナシ ョ ナリ スト 政党 や 左派 の 学生 運動 と さら 
に 近い 関係 を 持つ よう に な っ た 。 


IV. 結び に か えて 

本 稿 で は 分 析 概 念 と し て で は な く 、 言 説 と 
し て の 市 民 社 会 論 こ その 社会 的 政治 的 な 背景 
に つい て 考察 し て きた 。 イ ンド ネシア に お け 
る 「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 」 は 通常 われ われ 
が 欧米 の 政治 思想 を 背景 と し て 考え て きた 市 
民 社 会 概念 と は 相当 に 異な っ て いる 。 それは 
第 一 に イス ラー ム に お いて は 政教 分 離 の 考え 
方 が な く 、 イ ンド ネシア に お いて も 社会 統合 
と 民主 化 、 国 家 と 社会 の 関係 の あり 方 に お い 
て 宗教 の 位置 づけ が まず 重要 に な っ て くる と 
いう こと で ある 。 第 二 に 多く の 場合 「 市 民 」 
と 想定 され る 都市 住民 の 割合 が 少な いた め に 、 
膨大 な 農村 住民 の 扱い が 問題 に な る 。NU は 
その 基盤 が 農村 部 に ある た め に 、 農 村 部 の 中 
間 団体 と 都市 部 の NGO を 合わ せ た 「 緩 衝 地 
帯 」 を 国家 と 対置 する 民主 化 論 が 構想 され 、 
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「 市 民 社 会 」 と いう 言葉 び が の ち に な っ て 採用 
され た 。NU の 市 民 社 会 論 は 直訳 語 「 マ シャ 
ラ カ ッ ト ・ シ ピル 」 や 英語 を その まま 使い 、 
むし ろ 西 洋 起 源 の 概念 で も る こと を 強調 する 
が 、 農 村 社 会 へ の 視点 は 極め て ユニ ー ク で あ 
る 。 イ スラ ー ム 主義 者 の 市 民 社 会 論 (マシ ャ 
ラ カ ッ ト ・ マ ダニ ) は 「 都 市 社会 」 の 名 の 通 
り 、 敬 度 な ムスリム 中 間 層 に 向け られ た 言 
で あり 農村 住民 を 射程 に 入れ な い 。 ム スリ ム 
大 衆 を 動員 する スロ ー ガ ン と し て は 「 ダ クワ 
(qakwa、 伝道 )] や 「 ジ ハー ド Gihad、 聖 戦 ) 」 
の 方 が は る か に 有効 で あろ う 。 

さて 、 本 稿 の 目的 は イン ド ネ シア の イス ラー 
ム 勢 力 に よる 政治 潮流 の 把握 に あっ た 。 イ ン 
F ド ネシア の 「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 」 の 二 大 
潮流 は 表面 的 に は 1930 年 代 に 見 られ た スカ 
ル ノ と ナシ ー ル に よる 論争 の 焼き 直し で ある 。 
し か し 、 イ スラ ー ム 勤 力 を と り ま く 社 会 的 ・ 
政治 的 な 環境 は 大 き な 変動 を 経験 し て いる 。 
イス ラー ム 主 義 者 の 多く は ナシ ョ ナリ スト 言 
説 の ヘ へ ゲ モ ニー 下 で 適応 的 な 対応 を 見 せ 、 
NU が 代表 する 「 ナ ショ ナリ スト 的 ムスリム ]」 
は 目覚 的 に その 立場 を 選び 取っ た 。 1950 年 
代 と の も っ と も 大 き な 違 い は 、 イ スラ ー ム 系 
政党 の 組織 形態 に あっ た 。 正義 党 は 既存 の 大 
飛 宗教 団体 に 基づか な い 新 し い 形 態 の 政党 で 
あり 、 民 族 覚醒 党 を 設立 し た NU の 活動 家 
た ち も る 左派 の NGO や 学生 運動 と の 結び つき 
を 強め て いる 。 

と ころ で 、1999 年 10 月 に NU の 執行 委員 
会 議長 の アプ ドゥ ル ラ フ マ ン ・ ワ ヒド が イン 
ド ネ シア 大 統領 に 選ば れ た 。NU の 民族 覚醒 


党 は 国会 の 第 4 覚 に すぎ な い が 、「 ナ ショ ナ 
リス ト 的 ムスリム 」 アブ ドゥ ル ラ フ マ ン ・ ワ 
ヒド ド は 世俗 的 ナショナリスト と イス ラー ム 主 
義 者 の 対立 が 先鋭 化し て いた 中 で 双 方 が 妥協 
で きる 選択 肢 で あっ た 。 就任 演説 で 高らか に 
「 マ シャ ラ カ ッ ト ・ マ ダニ 」 の 実現 を うた っ 
た ハビ ビ 前 大 統領 と は 異な り 、 ア プ ブ ドッ ゥ ル ラ 
フ マ ン ・ ワ ヒド は 国家 と 社会 を 区 別 する 立場 
か ら 、 大 統領 就任 後 「 シ ビル ・ ソ サエ ティ ー」 
に つい て 語る こと は な く な っ た 。 NU 自体 は 
国家 や 政党 か ら 自 立 し た 社会 ・ 宗 教 組織 を 維 
持 す る と いう 1984 年 の 「 ヒ ッ タ 」 の 建て 前 
か ら 市 民 社 会 の 看板 を 降ろ し て いな い が 、 こ 
の 立場 を 自覚 的 に 堅持 し て いる の は 政党 か ら 
自律 的 な NGO や 学生 運動 、 一 部 の ウラ マー 
に 限ら れ て いる ⑨。 民主 化 が 明らか に な り 、 
幅広 い 社 会 層 に よる 政治 参加 が 可能 に な れ ば 、 
市 民 社 会 と いう 言葉 の も つ 「 抗 国家 性 」 の 意 
義 は 薄 ら ぐ 。 イ ンド ネシア に お ける 「 イ スラ ー 
ム 市 民 社 会 論 」 の 二 大 潮流 は 1990 年 代 中 盤 
に 民主 化 へ の 期待 と と も に 興隆 し 、1998 年 
に 政治 の 季節 を 迎え る に あたっ て その ピー ク 
を 迎え た 。 今後 も この 流行 が 続く と は 限ら な 
い が 、「 イ スラ ー ム 市 民 社 会 論 」 は イス ラー 
ム 政 治 の 新潮 流 を 反映 し て お り 、 ま た スハ ル 
ト 体制 崩壊 後 、 急 速 に 流動 化し て いる イン ド 
ネシア 政治 を 読み 解く 上 で 重要 な ヒン ト を 提 
供し て いる と いえ よう 。 , 





(37) NU の 「 ヒ ッ タ 」 と 民族 覚醒 党 の 関係 に つ 
いて は 以下 の 換 稿 を 参照 の こと 。 見 市 建 「 ポ 
スト ・ ア ブ ド ゥ ル ラ フ マ ン ・ ワ ヒド 時 代 へ の 
継続 と 変化 : 第 30 回 オフ ダ ト ゥ ル ・ ウ ラマ ー 
全国 大 会 ( 東 ジ ャ ワ ・ ク ディ リ ) より 」『 ア ジ 
ア 経 済 』 41-5、 2000 年 3 月 、 85S-93 ペー ジ 。 


176 国 際 協力 


参考 文献 


Abdurrahman Wahid, “Hslam dan “Civil Society', 
Pengalaman Indonesia”, 万 g/gg ヵ , 6: 1998, pp. 
22-26. 

アブ ドゥ ル ラ フ マ ン ・ ワ ヒド 、「 理 想 へ の 橋 頭 依 」 
イマ ム ・ ウ ォ ル ヨー ニコ ンス ・ ク レー デン 編著 、 
山本 春樹 訳 『 こ れ か ら の イン ド ネ シア ー 発 展 
を 模索 する パン チャ シラ 社会 』 サイ マル 出版 
会 、1987 年 、230-287 ペー ジ 。 

Alfian, 7s/272ic oder7az57 が 2 7 77dozes727 Po7777CS。 
Ph.D dissertation, 1969. 

Ali Haidar、M., Mgzg/g7z/ O/G726 gz 5/272 の 7 
7 の ozeszo・ Pezekgf27 7 が dg/27 ア Po 
Gramedia, 1994. 

Anderson, Benedict, の gg8e 7 Power 万 X の /O777g 
ア o/zzco7 Cz/7zz7es 7 7 の ozesi2。 Cornel Univer- 
sity, 1990. 

AnwarIbrahim, “Islam dan Pembentukan Masyarakat 
Madani” in Malaysian Institute of Develop- 
ment Strategies(MINDS), /42syo7gKg7 7429 か 
Se 777ozz 4wo7, MINDS, 1998, pp. 7ー13. 

Arief Budiman (ed.), S72fe gz の Cy Socze が の 
dozesi2。 Centre of Southeast Asian Studies, 
Monash University, 1990. 

Barton, Greg, “The Impact of Neo-Modernism on 
Indonesian Tslamic Thought: the Emergence of 
a New Pluralism," in Bouchier 尽 Legge, の ezzo- 
crocy 7 77ozes7o: 7950s gz の 7990s。Clayton: 
Monash University, 1994. 

Benda, Harry J., 77e Crescez7f g2 の の e zag Sz7 
oesi27 75/277 77er 7 が e 2pg7eSe OcczP9- 
go ヵ 1942-1945, W. van Hoeve, 1958. 

Boland, B. J., 77e S か gg/e の 577 7 4oge7z 20- 
ヵ esig, Martinus Nijhoff, 1982. 

Deliiar Noer, 77e odersf 7zs/77 ove72e77 772 
77zgones7o 7900 一 7922, Oxford University Press, 
1973. 

Downs, Anthony, 4 ヵ 事 cono72fc 77eo ゆ の の e7zoc72c ア 
New York: Harper 立 Brothers, 1937, 吉田 精 司 
監訳 『 民 主 主義 の 経済 理論 』 成文 堂 、 1980 年 。 

遠藤 綱 「 ア フリ カ 『 市 民 社 会 』 論 の 展開 」『 国 際 政 
治 』 123、 2000 年 、 13-29 ペー ジ 。 

Geertz, Cliford, 77e Ae77gzoz 77gvg, The University 
of Chicago Press, 1960. 

。 7s/o7 OOserveg の Ke/jozo4S の eye/Op72677 7 
4orocco 29 7zdozes7o,。 Yale University Press, 
1968. 

Gellner, Ernest, Cozd7fzozs の と の er か Cg Socze 
g29 7 が 5 Ap が 5, FIamish Hamilton, 1994. 

Hefner, Robert W., “Tslam, State, and Civil Society: 
ICMTI and the Struggle for the does 
Middle Class,” Indonesia, 56, 1993, pp. 1-19. 

っ 7CM7 27 Pe/o7 れ 5G7 77672274 675 7e7e7280 の か 
7zozesfg, PT Tiara Wacana Yogya, 1995. 

小林 寧子 「 イ ンド ネシア ・ イ スラ ー ム 研究 の 半 世 
紀 :『 地 域 研究 』 と 『 イ スラ ー ム 学 』 と の は ざ 








論 集 第 8 巻 第 2 号 


ま 」、『 東 南ア ジア 研究 』 37-2、1999 年 、176 
193 ペー ジ 。 

小杉 泰 「『 初 期 イ スラ ー ム 』 の 規範 性 を めぐ る 考察 : 
『 共 存 の 原理 』 の 原型 と し て の 『 マ ディ ー ナ 憲 
章 』」『 国 際 大 学 中 東 研究 所 紀要 』 2、1986 年 、 
209-242 ペー ジ 。 

「 中 東 と 政治 変動 : イ スラ ー ム 的 シス テム 

と 現代 」、 加 藤 普 章 編 『 入 門 現 代 地域 研究 : 国 

際 社 会 を どう 読み 取る か 』 昭和 堂 、1992 年 、 

109-130 ペー ジ 。 

「 ス ン ナ 派 中 道 潮流 の 理念 と 戦略 : 新た な 
る 世界 像 を めざし て 」、 小 杉 泰 編 『 イ スラ ー ム 
に 何 が お き て いる か 』 平凡 社 、1996 年 、285$ 
305 ペー ジ 。 

Kuntowijoyo, “Menjadikan Dua Strategi Saling 
Komplementer,” in Arief Afandi (ed.), な 27 
の e7zo ん 7gs7 4725 Powg7, Pustaka Pelajar, 1996. 

TLiddle, Wiliiam, と eg の e7 が sg の Cz/747e 7 72 の 0768727 
Po/zcs。 Allenn Unwin, 1996. 

間 芋 谷 栄 『 現 代 イ ンド ネシア 研究 ー ナ ショ ナリ ズ 
ム と 文化 』 竿 草書 房 、1983 年 。 

見 市 建 「 ポ スト ・ ア ブ ド ゥ ル ラ フ マ ン ・ ワ ヒド 時 
代 へ の 継続 と 変化 : 第 30 回 オナ フ ダ トゥ ル ・ ウ 
ラマ ー 全 国 大 会 ( 東 ジ ャ ワ ・ ク ディ リ ) より 」 

『 ア ジア 経済 』 41-$、2000 年 5 月 、8$-93 ペー 

ジ 。 

Mohammad Natsir, “The Danger of Secularism,”" 
1937, in Herbert Feith and Lance Casties(eds.), 
7zdozesig4 Po が co7 7772Kzg。 7925 一 7965, 
Cornell University Press, 1970, pp. 215-219. 

Mnuhnammad AS Hikam, の ezio た 7osf gg7 Cy Soc7e7 み 
TLP3ES, 1996. 

Nahdlatul Ulama, た epz7sG7z 7272 の 7 WO ダメ アア 
Surabaya, 1984. 

。“NU dan Pemberdayaan Masyarakat Sipil” 
4o7e77 og77 が s 47ー ル 72sg27 g/ー ル 72 の 7 7 が 727 た 
4 ん fg72 の 7 ええ YO, Kediri, 1999, pp. 3342. 

中 村 光 男 「 イ ンド ネシア に お ける 新 中 間 層 の 形成 
と イス ラー ム の 主流 化 」、 萩 原 宜 之 編 『 講 座 現 
代 ア ジア 3 民主 化 と 経済 発展 』 東京 大 学 出 
版 会 、1994 年 、271-306 ペー ジ 。 

中 村 鷹 治郎 『 イ スラ ー ム と 近代 』 岩 波 書 店 、1997 
年 。 

Nurcholish Madjid, “Pegantar: Masyarakat Madani 
dan Investasi Demokrasi: Tantangan dan 
Kemungkinan,” in Ahmad Baso, Cy Socjep 
Ye が szS gsyyo7 の of 47ggg77。 Pustaka Hidayah, 
1999, pp. 17-34. 

。 “The Potential Islamic Doctrinal Resources 
for the Establishment and Appreciation of the 
Concept of Modern Civil Society”。 paper Dre- 
sented for International Conference on “Tslam 
and Civil Society, Messages from Southeast 
Asia,” lto, Japan, November 5 一 6, 1999. 

Partai Keadilan, Sezs Po7fof た eg の 7g7、 1998. 

Ramage, Dougals E., Po7zcs 2 万 27oes72・ の ez2Oc72C 

















イン ド ネ シア に お ける 「 イ スラ ー ム 市 民 社 


Zs/272 4 万 e 7eo/ogy の げ 7o/erozce Routledge, 
1995. 

白石 隆 『 新 版 イ ンド ネシア 』NTT 出版 、1996 年 。 

Syafih Anwar, M., Pe 災 7 の 7 927 4 た sz 277 
do7esjg: Se の kg が 7727 Po77 お ん 76p7gng Cede- 
ん gwgz 7zs777 Oz の e or, Paramadina, 1993. 

Tarner, Richard and Kenneth Young et al., 77e 
ア o7 が cs oO げ 477297e C/2ss 77Zozeszg, Centre of 
Southeast Asian Sutudies, Monash University, 
1990. 

> oc た e/gs 7ezezgoz 7 の ozesjg、LP3ES, 
1993. - 

土屋 健治 『 イ ンド ネシア 民族 主義 研究 』 創 文 社 、 
1982 年 。 

「 イ ンド ネシア に お ける ナシ ョ ナリ ズム の 

現在 」『 年 報 政治 学 』 1994 年 、117-136 ペー 








ジ 。 ] 

土佐 弘之 「 イ ンド ネシア 権威 主義 体制 と 学生 運動 : 
政治 体制 と 社会 運動 と の 相互 作用 過程 に 焦点 
を あて て 」『 東 南ア ジア 研究 』27-1、 1989 年 、 
71-108 ペー ジ 。 

van Bruinessen, Martin, “Tradition for Future: The 
Reconstruction of Traditionalist Discourse 
within NU”" in Greg Barton & Greg Fealy (eds.), 
Wed/2747 0O/276, 772 の 7o2 の 7 7 が 5/27 が 7 7 の 
4ogezzD 7 77dozeso, Monash Asia Institute, 
1996. 

Zifirdaus Adnan, “Tslamic Religion: Yes, Islamic 
(Political) Ideology: No! Islam and the State in 
Indonesia,′ in Arif Budiman(ed.), S7zre gzg 
Cy7 Socjep 7zdozeszg。 Clayton: Monash 
University, 1990, pp. 441-477. 


ミ ム 
会 論 


」 の 二 大 潮流 


-177 


178 国 際 協力 論集 第 8 巻 第 2 号 


Two Streams of lslamic Civil Society 
Theories in Indonesia 


Ken MIICHI 


Abstract 

。 This thesis tries to understand current Tslamic politics and their ideology in Indonesia 
by analyzing “Tslamic civil society” discourse. In order to understand Tslamic pohtics, the 
author divided Indonesian Islamic political forces into two based on their ideologies, namely 
“Hslamism” and nationalism. Tslamism seeks the expansion and realization of Islam, and 
considers the “Tslamic state” which enforces Tslamic 1aw as the ideal model. In contrast, 
nationalism in Indonesia idealizes a pluralistic and integrative “nation 一 state Indonesia.” 
Mohammad Natsir as the Islamist and Soekarno as the nationalist in the 1940s and 1950s 
represented the two ideologies. 

Under Soeharto's NNew Order, Islamists had to compromise with the official nationalism 
enforced by the state. The state however used Tslamism in order to control Tslamic social 
forces. Nahdiatul Ulama (Awakening of Tslamic Scholars, NU), which always stood between 
the Tslamists and the secular nationalists, ermployed nationalism as its political ideology in 
the 1980s. The author considers NU to be the group of “nationalistic Muslims.” The division 
of the two ideologies was not always solid, and they often penetrated each other. 

Islamism was continually eroded by the official nationalism under the Soeharto reg1imc. 
There were some Tslamic theologians 1ike Nurchorish Madjid who comprormised with nationa- 
lism and denied an “Jslamic State” (“Negara Islam"”) and sought a pluralistic Indonesia. 
Although most of the Islamists gave up the idea of establishing an “Hslamic state。” many 
“fshed” the new term “Tslamic society” (“masyarakat Tslam”) which promoted everything 
which could give Indonesia the flavor of an slamic country. 

Then in the later half of the 1990s, they found a useful and “fashionable” term, “civil 
society” (“masyarakat madani”). They considered Madinah (Medina) society under the 


prophet Muhammad as the ideal city-state (society). Nurchorish Madiid extracted some 
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plnralistic and democratic values from the constitution of Madinah and argued for the realization of 
these values in Indonesia. The Justice Party (Partai Keadilan) claimed to realize “masyarakat madani” 
too in the campaign for the 1999 election,but used the term very differently. Unlike Nurchorish 
Madjid, the Justice Party idealized the state which enforces Tslamic law and called the head of state 
8 caliph. It iS important to note that “masyarakat madani” is “fashionable” only for the emerging 
pious Mnuslim middle class. Therefore mass 一 based parties like the Moon and Star Party (“Partai 
Bulan Bintang"”) did not use the term, although they also represented the Tslamists. The civil society 
discourse revealed not only ideological cleavage but also emerging class cleavage in Indonesian Tslamic 
politics. 

The “mationalistic Muslims” of Nahdlatul Ulama (NU) and their political party, the National 
人 wakening Party, used the term civil society but in a very different way. They have never used the 
term “masyarakat madani” but “civil society” or “masyarakat sipil.” NU does not seek the Tslamic 
origin of their civil society, and criticizes the “masyarakat madani” as too Tslamic and urban-centered. 
Moreover, NU, with the rural population as its base, uniquely includes rural society as a part of civil 
society. NU pursues the unity of “nation 一 state Indonesia” rather than the unity of the “Tslamic 
community” (ummah). Contrary to the Islamists, NU distinguishes society from state、The former 
NU chairman Abdurrahman Wahid considered social associations as a “buffer zone” against the power 
of the state and the capital. This idea is similar to the concept of civil society generated in Eastern 
Europe rather than being an Islamic one. As shown in the civil society discourse, NU runs the middle 
path between the Hslamists and the secular nationalists which made Abdurrahman Wahid elected as 
the fourth president of Indonesia. The author concludes that although the “Tslamic civil society” 
discourse resembles the argument between Soekarno and Natsir in the 1940s, NO6NGS Tslamm experi- 


enced fundamental change in its organizational and political shape. 


